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「童話の楽校」に参加した子どもたち
　さまざまな形で未明童話に触れることで、子どもたちにその魅力を感じてもらおうと、
24年度から始まった「童話の楽校」。これからも多くの作品を読み続けていってもらいたい
と願っています。
　「自分はいつまでも子供でありたい。たとえ子供でいることができなくても、子供のよう
に楽しい感情と、若やかな空想とをいつまでも持っていたい」と第二小説集『緑髪』に書いた、
未明の想いを継ぐ子どもたちです。
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● お知らせ ● 平成２5年度 小川未明文学館カレンダー

８月 特別展　未明童話絵本原画展

１０月 小川未明文学賞締切

１0 ～ 12 月 謙信 KIDS スクールプロジェクト「童話の楽校」

３月 小川未明文学賞贈呈式

朗読研修会

＊各種イベントを開催

４月２６日・５月２４日・６月２１日

文学館講座 ３回

童話創作講座 入門コース
実践コース

＊

未明ボランティアネットワークによるおはなし会

 

通年で、所蔵品紹介の小展示を行っています

＊

＊

毎月第２・４日曜日午後２時から文学館にて開催

学校等での出張おはなし会を随時開催

小
川
未
明
文
学
館
の
ご
利
用
案
内

開
館
時
間

火
〜
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曜
日
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７
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（
６
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か
ら
９
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の
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８
時
ま
で
）
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・
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・
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日
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

休
館
日

入
館
料

毎
週
月
曜
日（
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）・
休
日
の
翌
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館
内
整
理
日（
毎
月
第
３
木
曜
）・
資
料
整
理
期
間

年
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始
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／
３
）
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小川未明関係資料の収集について
ご協力のお願い

 小川未明文学館では、未明に関係する
文学資料の収集に努めています。下記の
資料に関する情報をお持ちの方は、ご連
絡くださいますようお願いします。資料
の寄贈については、特定の場合（すでに
複数点を所蔵している資料等）を除きお
受けしますので、ご不明の点はお問合せ
いただけると幸いです。

小川未明原稿、書簡、遺品、その他自
筆資料（短冊・書軸等）、写真（オリ
ジナル）、小川未明関係者資料（未明
書簡、献本など）

未明作品集（未明生前・没後刊行図
書）、全集・選集（未明作品を一部所収
した資料も含む）、初出雑誌（未明作品
掲載）、未明作品の外国語訳、絵本・紙
芝居

未明に関する研究論文、エッセイ、記
事（雑誌・新聞等）

【主な収集資料】

１．特別資料

２．図書

３．参考資料

4 ～ 6 月

３１日（木）

所
蔵
品
紹
介

１0～ 11 月

2 回
1 回

8
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目
が
眩
ん
で
、
慈
し
み
育
て
た
は
ず
の
人
魚
の
少
女
を
、
彼
女
の
哀
願
も
構
わ

ず
売
り
飛
ば
す
。
北
の
海
辺
の
町
を
消
滅
さ
せ
る
結
末
に
、
信
頼
を
裏
切
る
者

へ
の
作
者
の
憎
悪
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
〈
北
の
町
〉
へ
の
憎
し
み
と
も
思
え

る
。

　
略
年
譜
を
見
る
と
、
未
明
は
高
田
中
学
を
数
学
の
進
級
試
験
に
三
回
落
ち
て

中
退
し
て
い
る
。
旧
制
中
学
校
は
五
年
制
で
、
落
第
を
二
度
ま
で
し
か
認
め
な

い
の
が
普
通
だ
っ
た
。
男
子
の
中
等
学
校
進
学
率
五
・
一
％
の
当
時
、
県
下
有

数
の
進
学
校
を
退
学
さ
せ
ら
れ
た
噂
が
狭
い
町
に
広
ま
る
と
、
進
学
で
き
な
い

絶
対
多
数
層
の
「
ざ
ま
み
ろ
」
と
い
う
鬱
憤
ば
ら
し
の
種
に
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。
未
明
の
傷
心
に
追
い
打
ち
か
け
て
皮
肉
や
嘲
笑
を
浴
び
せ
た
者
も
い
そ
う

だ
。

　
未
明
の
数
学
嫌
い
は
、
一
七
歳
で
投
稿
し
た
漢
詩
が
中
央
の
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
る
ほ
ど
突
出
し
た
文
才
と
、
対
極
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
後
年
の
方
角
の
好

み
と
同
じ
極
端
さ
が
、
こ
の
中
学
時
代
に
芽
生
え
て
い
る
。
現
代
な
ら
「
個
性

的
」
と
言
っ
て
す
む
こ
と
も
、
当
時
は
致
命
的
欠
陥
と
見
做
さ
れ
た
。
官
学

（
公
立
校
）
は
各
教
科
を
平
均
的
に
習
得
さ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
い
わ
ば

無
難
な
エ
リ
ー
ト
を
養
成
す
る
教
育
機
関
だ
っ
た
。
世
間
の
目
に
も
未
明
自
身

に
も
、
そ
の
コ
ー
ス
か
ら
の
脱
落
は
恥
で
あ
り
、
社
会
的
落
伍
と
映
っ
て
当
然

だ
っ
た
。
立
身
出
世
主
義
が
支
配
的
価
値
観
だ
っ
た
時
代
、
自
分
の
性
格
や
能

力
の
偏
頗
を
意
識
す
る
未
明
は
、
世
間
か
ら
認
め
ら
れ
て
以
降
も
自
負
心
と
不

全
感
の
間
を
揺
れ
動
い
て
、
常
に
は
平
穏
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
上
京
し
て
早
稲
田
大
学
の
前
身
の
専
門
学
校
に
入
っ
た
未
明
が
、
屈
辱
の
記

憶
著
し
い
故
郷
に
は
帰
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
作
中

の
〈
北
方
〉
嫌
い
は
〈
故
郷
〉
嫌
い
の
同
義
語
で
も
あ
る
。

　
「
牛
女
」
は
作
者
の
う
し
ろ
め
た
さ
が
書
か
せ
た
作
品
と
思
わ
れ
る
。
南
へ

行
っ
て
成
功
す
る
牛
女
の
息
子
は
未
明
自
身
だ
。
未
明
は
貧
窮
の
中
で
も
郷
里

の
親
に
仕
送
り
を
続
け
て
い
る
が
、
内
心
は
す
で
に
故
郷
と
親
を
捨
て
て
い

た
。
牛
女
の
息
子
が
村
人
に
〝
お
礼
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
〞
と
帰
郷
す
る

の
は
、
作
者
の
義
務
感
の
表
明
で
あ
る
。
林
檎
栽
培
の
つ
ま
ず
き
は
作
者
の
自

罰
を
意
味
す
る
。
青
い
ま
ま
落
果
す
る
林
檎
は
、
栄
養
失
調
が
遠
因
で
病
死
さ

せ
て
し
ま
っ
た
我
が
子
二
人
で
あ
り
、
内
心
の
忘
恩
が
天
罰
を
う
け
た
と
感
じ

る
悔
恨
の
象
徴
だ
。
若
か
っ
た
時
分
の
筆
者
に
は
不
満
だ
っ
た
〈
亡
母
の
供
養

で
め
で
た
し
め
で
た
し
〉
の
結
び
も
、
略
年
譜
で
こ
の
作
品
発
表
の
前
年
に
二

人
め
の
子
が
死
ん
で
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
幼
く
し
て
死
ん
だ
子
等
を
悼
み

「
せ
め
て
死
後
の
世
界
で
魂
に
平
安
で
あ
れ
」
と
願
う
作
者
の
祈
り
だ
と
理
解

で
き
る
。

　
作
品
は
虚
構
の
産
物
だ
が
、
作
家
の
真
実
を
語
り
も
す
る
。

　
小
川
未
明
の
作
品
で
普
通
最
高
傑
作
と
さ
れ
る
の
は
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

だ
が
、
作
者
が
自
分
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
の
は
「
牛
女
」
の
方
だ
と
思
う
。

　
「
牛
女
」
は
口
の
き
け
な
い
〝
牛
女
〞
と
い
う
あ
だ
名
の
女
が
病
死
後
、
幼

い
我
が
子
を
案
じ
て
、
冬
に
は
雪
山
に
黒
い
影
と
な
っ
て
姿
を
現
す
話
で
あ

る
。
子
ど
も
は
成
長
す
る
と
南
の
方
へ
行
っ
て
金
持
ち
に
な
っ
て
帰
り
、
故
郷

で
林
檎
栽
培
を
始
め
る
が
果
実
は
収
穫
前
に
落
果
し
て
し
ま
う
。
古
老
の
意
見

を
い
れ
て
亡
母
の
法
事
を
営
ん
だ
と
こ
ろ
、
果
実
が
育
っ
て
、
裕
福
な
農
家
に

な
る
。

　
「
牛
女
」
が
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
一
九
年
。
初
出
か
ら
三
〇
年
近

く
経
っ
て
、
筆
者
は
八
歳
の
時
、
家
に
あ
っ
た
古
い
改
造
社
版
の
現
代
日
本
文

学
全
集
で
初
め
て
読
ん
だ
。
そ
の
時
は
牛
女
の
哀
れ
さ
が
強
く
印
象
に
残
っ

た
。

　
そ
の
後
さ
ら
に
三
〇
年
経
っ
て
読
み
直
す
機
会
が
あ
っ
た
。
大
人
読
者
と
し

て
因
果
応
報
め
く
結
末
に
不
満
を
抱
い
た
が
、
作
者
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
気

が
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
何
か
の
折
に
「
牛
女
」
を
し
ば
し
ば
読
み
返
し
た
が
、

作
者
そ
の
人
に
つ
い
て
は
〈
日
本
の
童
話
の
先
駆
者
〉
と
い
う
程
度
の
認
識
し

か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
あ
る
時
、
人
が
「
未
明
は
故
郷
に
あ
ま
り
帰
ら
な
か
っ

た
ら
し
い
」
と
言
う
の
を
耳
に
し
て
、
作
者
の
こ
と
が
知
り
た
く
な
っ
た
。

　
未
明
が
〈
あ
ま
り
郷
里
に
帰
ら
な
か
っ
た
〉
の
は
、
地
理
的
遠
さ
や
経
済
的

事
情
で
帰
れ
な
か
っ
た
か
ら
か
。
そ
れ
と
も
帰
り
た
く
な
か
っ
た
か
ら
な
の

か
。
砂
田
弘
の
『
評
伝
　
小
川
未
明
』
に
も
そ
の
こ
と
は
何
も
書
い
て
い
な

い
。

　
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
未
明
は
作
品
の
多
数
で

〈
南
〉
を
肯
定
的
イ
メ
ー
ジ
、
〈
北
〉
を
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い
る
。

「
野
薔
薇
」
の
戦
争
は
北
の
地
で
戦
わ
れ
、
北
国
の
若
い
兵
士
は
死
に
、
生
き

残
っ
た
老
兵
は
平
和
な
南
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。
「
月
と
海
豹
」
の
海
豹
が
〝
死
ん

だ
魚
の
眼
の
よ
う
に
ど
ん
よ
り
曇
っ
た
北
方
の
凍
っ
た
海
〞
で
行
方
不
明
の
我

が
子
を
思
っ
て
嘆
い
て
い
る
同
じ
時
、
い
つ
も
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
暖
か
な

南
方
の
野
原
で
は
人
間
の
若
い
男
女
が
唄
い
踊
る
。
「
港
に
着
い
た
黒
ん
ぼ
」

の
白
鳥
は
北
の
海
で
子
を
失
い
、
南
の
島
で
目
の
見
え
な
い
少
年
に
小
さ
な
幸

せ
を
取
り
戻
さ
せ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
都
会
の
豊
か
さ
や
西
洋
文
化
は
国
境

の
南
に
集
中
し
て
い
る
。
「
赤
い
船
」
の
少
女
達
が
憧
れ
る
オ
ル
ガ
ン
や
音
楽

は
、
東
京
の
南
の
太
平
洋
の
向
こ
う
の
国
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。
「
小
さ
な

針
の
話
」
の
若
い
教
師
は
都
会
へ
出
て
出
世
し
、
「
牛
女
」
の
遺
児
も
南
の
土

地
で
成
功
す
る
。

　
反
対
に
北
国
の
海
辺
の
町
で
は
、
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
老
夫
婦
が
金
に

「
牛
女
」
か
ら
見
え
て
く
る
小
川
未
明

佐
々
木

　赫
子

（
児
童
文
学
作
家
）

寄

　稿

か
く
こ

「牛女」初出
「おとぎの世界」第1年第2号

1919年5月　文光堂
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だ
っ
た
。
立
身
出
世
主
義
が
支
配
的
価
値
観
だ
っ
た
時
代
、
自
分
の
性
格
や
能

力
の
偏
頗
を
意
識
す
る
未
明
は
、
世
間
か
ら
認
め
ら
れ
て
以
降
も
自
負
心
と
不

全
感
の
間
を
揺
れ
動
い
て
、
常
に
は
平
穏
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
上
京
し
て
早
稲
田
大
学
の
前
身
の
専
門
学
校
に
入
っ
た
未
明
が
、
屈
辱
の
記

憶
著
し
い
故
郷
に
は
帰
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
作
中

の
〈
北
方
〉
嫌
い
は
〈
故
郷
〉
嫌
い
の
同
義
語
で
も
あ
る
。

　
「
牛
女
」
は
作
者
の
う
し
ろ
め
た
さ
が
書
か
せ
た
作
品
と
思
わ
れ
る
。
南
へ

行
っ
て
成
功
す
る
牛
女
の
息
子
は
未
明
自
身
だ
。
未
明
は
貧
窮
の
中
で
も
郷
里

の
親
に
仕
送
り
を
続
け
て
い
る
が
、
内
心
は
す
で
に
故
郷
と
親
を
捨
て
て
い

た
。
牛
女
の
息
子
が
村
人
に
〝
お
礼
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
〞
と
帰
郷
す
る

の
は
、
作
者
の
義
務
感
の
表
明
で
あ
る
。
林
檎
栽
培
の
つ
ま
ず
き
は
作
者
の
自

罰
を
意
味
す
る
。
青
い
ま
ま
落
果
す
る
林
檎
は
、
栄
養
失
調
が
遠
因
で
病
死
さ

せ
て
し
ま
っ
た
我
が
子
二
人
で
あ
り
、
内
心
の
忘
恩
が
天
罰
を
う
け
た
と
感
じ

る
悔
恨
の
象
徴
だ
。
若
か
っ
た
時
分
の
筆
者
に
は
不
満
だ
っ
た
〈
亡
母
の
供
養

で
め
で
た
し
め
で
た
し
〉
の
結
び
も
、
略
年
譜
で
こ
の
作
品
発
表
の
前
年
に
二

人
め
の
子
が
死
ん
で
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
幼
く
し
て
死
ん
だ
子
等
を
悼
み

「
せ
め
て
死
後
の
世
界
で
魂
に
平
安
で
あ
れ
」
と
願
う
作
者
の
祈
り
だ
と
理
解

で
き
る
。

　
作
品
は
虚
構
の
産
物
だ
が
、
作
家
の
真
実
を
語
り
も
す
る
。

　
小
川
未
明
の
作
品
で
普
通
最
高
傑
作
と
さ
れ
る
の
は
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

だ
が
、
作
者
が
自
分
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
の
は
「
牛
女
」
の
方
だ
と
思
う
。

　
「
牛
女
」
は
口
の
き
け
な
い
〝
牛
女
〞
と
い
う
あ
だ
名
の
女
が
病
死
後
、
幼

い
我
が
子
を
案
じ
て
、
冬
に
は
雪
山
に
黒
い
影
と
な
っ
て
姿
を
現
す
話
で
あ

る
。
子
ど
も
は
成
長
す
る
と
南
の
方
へ
行
っ
て
金
持
ち
に
な
っ
て
帰
り
、
故
郷

で
林
檎
栽
培
を
始
め
る
が
果
実
は
収
穫
前
に
落
果
し
て
し
ま
う
。
古
老
の
意
見

を
い
れ
て
亡
母
の
法
事
を
営
ん
だ
と
こ
ろ
、
果
実
が
育
っ
て
、
裕
福
な
農
家
に

な
る
。

　
「
牛
女
」
が
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
一
九
年
。
初
出
か
ら
三
〇
年
近

く
経
っ
て
、
筆
者
は
八
歳
の
時
、
家
に
あ
っ
た
古
い
改
造
社
版
の
現
代
日
本
文

学
全
集
で
初
め
て
読
ん
だ
。
そ
の
時
は
牛
女
の
哀
れ
さ
が
強
く
印
象
に
残
っ

た
。

　
そ
の
後
さ
ら
に
三
〇
年
経
っ
て
読
み
直
す
機
会
が
あ
っ
た
。
大
人
読
者
と
し

て
因
果
応
報
め
く
結
末
に
不
満
を
抱
い
た
が
、
作
者
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
気

が
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
何
か
の
折
に
「
牛
女
」
を
し
ば
し
ば
読
み
返
し
た
が
、

作
者
そ
の
人
に
つ
い
て
は
〈
日
本
の
童
話
の
先
駆
者
〉
と
い
う
程
度
の
認
識
し

か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
あ
る
時
、
人
が
「
未
明
は
故
郷
に
あ
ま
り
帰
ら
な
か
っ

た
ら
し
い
」
と
言
う
の
を
耳
に
し
て
、
作
者
の
こ
と
が
知
り
た
く
な
っ
た
。

　
未
明
が
〈
あ
ま
り
郷
里
に
帰
ら
な
か
っ
た
〉
の
は
、
地
理
的
遠
さ
や
経
済
的

事
情
で
帰
れ
な
か
っ
た
か
ら
か
。
そ
れ
と
も
帰
り
た
く
な
か
っ
た
か
ら
な
の

か
。
砂
田
弘
の
『
評
伝
　
小
川
未
明
』
に
も
そ
の
こ
と
は
何
も
書
い
て
い
な

い
。

　
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
未
明
は
作
品
の
多
数
で

〈
南
〉
を
肯
定
的
イ
メ
ー
ジ
、
〈
北
〉
を
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い
る
。

「
野
薔
薇
」
の
戦
争
は
北
の
地
で
戦
わ
れ
、
北
国
の
若
い
兵
士
は
死
に
、
生
き

残
っ
た
老
兵
は
平
和
な
南
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。
「
月
と
海
豹
」
の
海
豹
が
〝
死
ん

だ
魚
の
眼
の
よ
う
に
ど
ん
よ
り
曇
っ
た
北
方
の
凍
っ
た
海
〞
で
行
方
不
明
の
我

が
子
を
思
っ
て
嘆
い
て
い
る
同
じ
時
、
い
つ
も
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
暖
か
な

南
方
の
野
原
で
は
人
間
の
若
い
男
女
が
唄
い
踊
る
。
「
港
に
着
い
た
黒
ん
ぼ
」

の
白
鳥
は
北
の
海
で
子
を
失
い
、
南
の
島
で
目
の
見
え
な
い
少
年
に
小
さ
な
幸

せ
を
取
り
戻
さ
せ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
都
会
の
豊
か
さ
や
西
洋
文
化
は
国
境

の
南
に
集
中
し
て
い
る
。
「
赤
い
船
」
の
少
女
達
が
憧
れ
る
オ
ル
ガ
ン
や
音
楽

は
、
東
京
の
南
の
太
平
洋
の
向
こ
う
の
国
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。
「
小
さ
な

針
の
話
」
の
若
い
教
師
は
都
会
へ
出
て
出
世
し
、
「
牛
女
」
の
遺
児
も
南
の
土

地
で
成
功
す
る
。

　
反
対
に
北
国
の
海
辺
の
町
で
は
、
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
老
夫
婦
が
金
に

「
牛
女
」
か
ら
見
え
て
く
る
小
川
未
明

佐
々
木

　赫
子

（
児
童
文
学
作
家
）

寄

　稿

か
く
こ

「牛女」初出
「おとぎの世界」第1年第2号

1919年5月　文光堂
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朗
読
研
修
会３

月
30
日
・
４
月
20
日
・
５
月
25
日

参
加
者
各
回
　
29
名

特
別
展

　安
西
水
丸
が
描
く
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」

10
月
６
日
〜
11
月
11
日

来
館
者
　
４
２
８
３
名

手
づ
く
り
絵
本
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

10
月
８
日

参
加
者
　
28
名

特
別
展
お
は
な
し
会

朗
読
交
流
会

10
月
28
日

参
加
者
　
36
名

童
話
創
作
講
座

10
月
７
日
・
11
月
23
日
（
入
門
コ
ー
ス
）

10
月
20
日
　
　
　
　
　
（
実
践
コ
ー
ス
）

参
加
者
　
11
名  

文
学
館
講
座10

月
21
日
・
11
月
26
日
・
12
月
２
日

参
加
者
　
各
回
30
名第二回

　
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
５
つ
の
会

が
合
同
で
朗
読
会
を
開
催
し
ま
し
た
。未
明
童

話「
も
の
ぐ
さ
じ
じ
い
の
来
世
」、「
あ
る
男
と
牛

の
話
」、「
負
傷
し
た
線
路
と
月
」、「
研
屋
の
述

懐
」、「
羽
衣
物
語
」を
、自
作
の
映
像
や
音
楽
、ペ

ー
プ
サ
ー
ト
な
ど
を
使
って
発
表
し
ま
し
た
。

 

上
越
市
在
住
の
児
童
文
学
作
家
　
杉
み
き
子

さ
ん
を
講
師
に
、入
門
コ
ー
ス
と
実
践
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
短
篇
童
話
の
書
き
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。入
門
コ
ー
ス
で
は
、ま
ず
講
義
を
受
け
、そ
の

後
書
い
た
作
品
の
講
評
を
受
け
ま
し
た
。受
講

者
の
皆
さ
ん
の
作
品
は
、「
童
話
創
作
講
座
受
講

者
作
品
集
」と
し
て
、文
学
館
の
図
書
コ
ー
ナ
ー

や
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
未
明
や
特
別
展
に
ち
な
ん
だ
３
回
の
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。講
師
は
、第
一
回
宮
川
健
郎
さ

ん
、第
二
回
土
居
安
子
さ
ん
、第
三
回
小
埜
裕
二

さ
ん
。参
加
者
か
ら
は
、「
３
回
と
も
、そ
れ
ぞ
れ

講
師・内
容
と
も
に
特
色
が
あ
り
、勉
強
に
な
っ

た
」「
未
明
の
人
間
像
を
知
る
手
が
か
り
と
な

り
、作
品
を
読
む
た
め
に
参
考
に
な
っ
た
」と
いっ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
文
学
館

講
座
の
記
録
の
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

ぐ
ん
ま
朗
読
塾
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
朗
読
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ぐ
ん
ま
朗
読
塾
は

未
明
作
品
「
島
の
暮
れ
方
の
話
」
「
抜
髪
」

の
ほ
か
、
「
智
恵
子
抄
」
や
金
子
み
す
ず
の

詩
の
朗
読
を
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
映
像
と
音
楽
に
の

せ
て
「
二
度
と
通
ら
な
い
旅
人
」
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
互
い
の
朗
読
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

報

　告

10
月
13
日

参
加
者
　
42
名

文
学
館
一
年
の
記
録

　
手
づ
く
り
絵
本 

木
い
ち
ご
の
会
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
未
明
童
話
「
お
ほ
し
さ
ま
」
を

題
材
に
、
仕
掛
け
絵
本
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
作
品
の

朗
読
を
聞
き
、
お
話
の
世
界
に
親
し
ん
だ
あ

と
、
折
り
紙
や
モ
ー
ル
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
素

材
を
使
っ
て
、
楽
し
く
絵
本
を
作
り
ま
し

た
。

　
未
明
の
代
表
作
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

は
、
発
表
か
ら
90
年
以
上
に
わ
た
っ
て
多
く

の
画
家
た
ち
に
描
か
れ
て
き
ま
し
た
。
未
明

生
誕
130
年
の
こ
の
年
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

安
西
水
丸
氏
が
独
自
の
感
覚
で
絵
本
に
し
た

原
画
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
会
期
中
、
特
別
展
お
は
な
し
会
、
手
づ
く

り
絵
本
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
橘
　
由
貴
さ
ん
（
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
朗
読
療
法
士
）
を
講
師
に
、
朗
読
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
発
声

練
習
方
法
や
朗
読
の
基
礎
な
ど
を
学
び
、
未

明
童
話
「
月
夜
と
眼
鏡
」
「
野
ば
ら
」
で
実

践
的
な
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。

１
年
生
か
ら
よ
め
る
日
本
の
名
作
絵
ど
う
わ

『
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
』
岩
崎
書
店

宮
川
健
郎
／
編
　
安
西
水
丸
／
絵
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ワ
ー
ク
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
映
像
と
音
楽
に
の

せ
て
「
二
度
と
通
ら
な
い
旅
人
」
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
互
い
の
朗
読
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

報

　告

10
月
13
日

参
加
者
　
42
名

文
学
館
一
年
の
記
録

　
手
づ
く
り
絵
本 

木
い
ち
ご
の
会
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
未
明
童
話
「
お
ほ
し
さ
ま
」
を

題
材
に
、
仕
掛
け
絵
本
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
作
品
の

朗
読
を
聞
き
、
お
話
の
世
界
に
親
し
ん
だ
あ

と
、
折
り
紙
や
モ
ー
ル
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
素

材
を
使
っ
て
、
楽
し
く
絵
本
を
作
り
ま
し

た
。

　
未
明
の
代
表
作
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

は
、
発
表
か
ら
90
年
以
上
に
わ
た
っ
て
多
く

の
画
家
た
ち
に
描
か
れ
て
き
ま
し
た
。
未
明

生
誕
130
年
の
こ
の
年
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

安
西
水
丸
氏
が
独
自
の
感
覚
で
絵
本
に
し
た

原
画
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
会
期
中
、
特
別
展
お
は
な
し
会
、
手
づ
く

り
絵
本
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
橘
　
由
貴
さ
ん
（
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
朗
読
療
法
士
）
を
講
師
に
、
朗
読
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
発
声

練
習
方
法
や
朗
読
の
基
礎
な
ど
を
学
び
、
未

明
童
話
「
月
夜
と
眼
鏡
」
「
野
ば
ら
」
で
実

践
的
な
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。

１
年
生
か
ら
よ
め
る
日
本
の
名
作
絵
ど
う
わ

『
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
』
岩
崎
書
店

宮
川
健
郎
／
編
　
安
西
水
丸
／
絵
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第
21
回

　小
川
未
明
文
学
賞
贈
呈
式

３
月
24
日

文
学
館
お
は
な
し
会毎

月
第
２
・
第
４
日
曜
日

出
張
お
は
な
し
会

文
学
館
所
蔵
品
紹
介

報

　告

文学賞贈呈式野ばら賞贈呈式

 

　「
小
川
未
明
の
文
学
精
神
を
次
の
世
代
に
継

承
し
、子
ど
も
た
ち
に
心
に
夢
と
希
望
を
育
む
」

こ
と
を
目
的
に
平
成
４
年
か
ら
募
集
し
て
い
る

第
21
回
小
川
未
明
文
学
賞
の
贈
呈
式
を
文
学

館
で
開
催
。大
賞
は
浅
野
竜
さ
ん
の「
木
か
げ
の

秘
密
」、優
秀
賞
は
島
尻
勤
子
さ
ん
の「「
く
す

ぐ
り
の
木
」と「
し
め
殺
し
の
木
」」、う
の
は
ら

か
い
さ
ん
の「
じ
い
ち
ゃ
ん
が
花
を
う
え
た
日
」で

し
た
。文
学
賞
の
頁
で
、大
賞
の
浅
野
竜
さ
ん
の

「
受
賞
の
ひ
と
こ
と
」を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、未
明
生
誕
130
年
を
記
念
し
て
開
催
し

た
、上
越
市
内
の
小
学
５
〜
６
年
生
を
対
象
と

し
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル「
野
ば
ら
賞
」の
贈
呈
式

も
行
わ
れ
、次
の
方
が
受
賞
し
ま
し
た
。

市
長
賞
　
里
公
小
学
校
５
年
　
金
井
萌
花
さ
ん

「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」

教
育
長
賞
　
上
越
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

中
尾
渚
さ
ん

「
小
川
未
明
さ
ん
の
作
品
に
ふ
れ
て
」

小
川
未
明
文
学
賞
委
員
会
会
長
賞

上
越
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

齋
藤
綾
香
さ
ん

「
小
川
未
明
さ
ん
の
作
品
に
ふ
れ
て
感
じ
た
こ

と
」

 

未
明
童
話
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、未
明
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
で
、月
２
回
の
お

は
な
し
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。24
年
度
は
21

回
で
308
人
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

 

未
明
作
品
に
出
会
う
機
会
を
よ
り
多
く
の
方

に
提
供
す
る
た
め
、未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
協
力
で
、出
張
お
は
な
し
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。学
校
や
福
祉
施
設
な
ど
、24
年
度
は
40

カ
所（
２
３
０
２
人
）を
訪
れ
ま
し
た
。

　
24
年
の
秋
か
ら
、小
川
未
明
顕
彰
委
員
会
の

協
力
で
、文
学
館
の
所
蔵
す
る
、未
明
に
関
す
る

貴
重
な
資
料
を
順
次
紹
介
す
る
展
示
を
開
始

し
ま
し
た
。今
後
、文
学
館
の
意
義
や
役
割
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。24
年
度
は
、第
８

回
目
ま
で
を
展
示
し
、多
く
の
方
に
足
を
と
め
て

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
開
催
日
〉
　
　
　
　
第
１
回
　
10
月
14
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
回
　
11
月
11
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
回
　
11
月
25
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
４
回
　
12
月
９
日

〈
参
加
者
〉
　
　
小
学
１
〜
３
年
生
　
18
名

　
未
明
の
童
話
に
ふ
れ
、
そ
の
作
品
世
界
を
体

験
し
、
豊
か
な
心
を
養
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
24
年
度
か
ら
、
謙
信
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ス
ク
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
童
話
の
楽
校
」
を
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
は
小
学
１
年
〜

３
年
生
で
、
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
に
、
小
川
未
明
が
何
を

し
た
人
か
、
ど
ん
な
人
だ
っ
た
か
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
写
真
や
図
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
文
学
館
で
お
は
な
し
会
を
聞
き
、

し
か
け
や
影
絵
で
遊
ん
で
、
文
学
館
を
体
験
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
図
書
館
で
は
、
未
明
童
話

が
集
め
ら
れ
て
い
る
書
棚
を
見
た
り
、
図
書
館

職
員
か
ら
本
の
探
し
方
や
借
り
方
を
教
わ
っ
た

り
し
ま
し
た
。

　
感
想
「
た
く
さ
ん
の
お
話
を
聞
け
て
楽
し
か

っ
た
」
「
「
き
ょ
う
だ
い
の
の
ね
ず
み
」
が
と

小
川
未
明
文
学
館
と
高
田
図
書
館
を
探
検
し
よ
う

謙
信
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
二
回

第
一
回

童
話
の
楽
校

く
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
「
書
庫
に
行
け
て
よ

か
っ
た
」

　
未
明
の
代
表
作
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、
こ
の
物
語
の
最
後
に
人

魚
が
何
を
思
っ
て
い
た
か
を
、
絵
で
表
現
し
ま

し
た
。
悲
し
み
、
怒
り
、
喜
び
な
ど
、
自
分
が

考
え
る
人
魚
の
気
持
ち
を
、
塗
り
絵
や
貼
り
絵
、

折
り
紙
や
モ
ー
ル
等
で
、
思
い
思
い
に
描
き
ま

し
た
。

　
感
想
「
人
魚
は
売
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
と
て

も
悲
し
か
っ
た
と
思
う
け
れ
ど
、
最
後
は
お
母

さ
ん
に
会
え
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
う
れ
し

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
「
怒
っ
た
お
母
さ
ん

人
魚
が
、
海
を
荒
れ
さ
せ
て
助
け
て
く
れ
た
の

だ
と
思
う
」

未
明
童
話
に
ふ
れ
よ
う

第
三
回

未
明
童
話
の
主
人
公
に
な
ろ
う

　
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
の
土
居
安
子
さ
ん
を

講
師
に
、
未
明
童
話
を
声
や
体
を
使
っ
て
表
現

し
、
物
語
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
最
初
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
動
物

に
な
っ
て
行
動
し
何
の
動
物
か
当
て
る
ゲ
ー
ム

で
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
続
い
て
「
山
の
上
の
木
と

雲
の
話
」
を
題
材
に
し
て
、
物
語
体
験
を
し
ま

し
た
。
風
や
木
、
鳥
や
雲
に
な
り
き
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
の
び
の
び
と
楽
し
そ
う
に
活
動
し

て
い
ま
し
た
。

　
感
想
「
い
ろ
い
ろ
な
役
が
で
き
た
し
、
風
に

な
っ
た
り
木
に
な
っ
た
り
で
き
て
、
う
れ
し
か

っ
た
」
「
い
ろ
い
ろ
な
動
物
に
な
っ
た
こ
と
が

お
も
し
ろ
か
っ
た
」

　
前
回
体
験
し
た
「
山
の
上
の
木
と
雲
の
話
」

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
絵
本
を
つ
く
り
ま
し
た
。

体
験
し
た
シ
ー
ン
や
、
好
き
な
シ
ー
ン
を
選
び
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

　
感
想
「
絵
本
作
り
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、

工
作
み
た
い
で
楽
し
か
っ
た
。
ツ
グ
ミ
を
描
く

の
が
大
変
だ
っ
た
」
「
上
手
に
で
き
て
良
か
っ

た
」 第

四
回

未
明
童
話
の
絵
本
を
つ
く
ろ
う
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の
楽
校

く
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
「
書
庫
に
行
け
て
よ

か
っ
た
」

　
未
明
の
代
表
作
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、
こ
の
物
語
の
最
後
に
人

魚
が
何
を
思
っ
て
い
た
か
を
、
絵
で
表
現
し
ま

し
た
。
悲
し
み
、
怒
り
、
喜
び
な
ど
、
自
分
が

考
え
る
人
魚
の
気
持
ち
を
、
塗
り
絵
や
貼
り
絵
、

折
り
紙
や
モ
ー
ル
等
で
、
思
い
思
い
に
描
き
ま

し
た
。

　
感
想
「
人
魚
は
売
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
と
て

も
悲
し
か
っ
た
と
思
う
け
れ
ど
、
最
後
は
お
母

さ
ん
に
会
え
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
う
れ
し

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
「
怒
っ
た
お
母
さ
ん

人
魚
が
、
海
を
荒
れ
さ
せ
て
助
け
て
く
れ
た
の

だ
と
思
う
」

未
明
童
話
に
ふ
れ
よ
う

第
三
回

未
明
童
話
の
主
人
公
に
な
ろ
う

　
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
の
土
居
安
子
さ
ん
を

講
師
に
、
未
明
童
話
を
声
や
体
を
使
っ
て
表
現

し
、
物
語
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
最
初
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
動
物

に
な
っ
て
行
動
し
何
の
動
物
か
当
て
る
ゲ
ー
ム

で
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
続
い
て
「
山
の
上
の
木
と

雲
の
話
」
を
題
材
に
し
て
、
物
語
体
験
を
し
ま

し
た
。
風
や
木
、
鳥
や
雲
に
な
り
き
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
の
び
の
び
と
楽
し
そ
う
に
活
動
し

て
い
ま
し
た
。

　
感
想
「
い
ろ
い
ろ
な
役
が
で
き
た
し
、
風
に

な
っ
た
り
木
に
な
っ
た
り
で
き
て
、
う
れ
し
か

っ
た
」
「
い
ろ
い
ろ
な
動
物
に
な
っ
た
こ
と
が

お
も
し
ろ
か
っ
た
」

　
前
回
体
験
し
た
「
山
の
上
の
木
と
雲
の
話
」

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
絵
本
を
つ
く
り
ま
し
た
。

体
験
し
た
シ
ー
ン
や
、
好
き
な
シ
ー
ン
を
選
び
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

　
感
想
「
絵
本
作
り
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、

工
作
み
た
い
で
楽
し
か
っ
た
。
ツ
グ
ミ
を
描
く

の
が
大
変
だ
っ
た
」
「
上
手
に
で
き
て
良
か
っ

た
」 第

四
回

未
明
童
話
の
絵
本
を
つ
く
ろ
う
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10
月
21
日
（
日
）

　宮
川
健
郎
氏

（
武
蔵
野
大
学
教
授
）

　
平
成
24
年
度
の
文
学
館
講
座
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
色
の
あ
る
３
回
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
講
座
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
、
特
別
展
で
安
西
水
丸
さ
ん
が
描
く
『
赤

い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
』
の
原
画
展
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
つ
い
最
近
、
十
一
日
前
に
、
一

〇
月
一
〇
日
の
奥
付
で
出
た
本
の
原
画
で
す
。

私
が
岩
崎
書
店
編
集
部
と
一
緒
に
企
画
・
編
集

を
し
た
「
１
年
生
か
ら
よ
め
る
日
本
の
名
作
絵

ど
う
わ
」
の
一
冊
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ

の
大
き
な
狙
い
は
、
こ
れ
は
「
絵
本
」
で
は
な

く
て
「
絵
童
話
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
が
、
私
は
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
で
は
改
め
て
「
絵
本
」
と
は
何
か
、
「
絵

童
話
」
と
ど
う
違
う
の
か
、
そ
こ
を
少
し
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
『
赤
い

ろ
う
そ
く
と
人
魚
』
は
も
と
も
と
、
『
東
京
朝

日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
、
言
葉
で
展
開
す
る

童
話
で
す
。
言
葉
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
作

品
を
届
け
る
童
話
と
、
絵
本
と
は
、
大
き
く
違

っ
た
メ
デ
ィ
ア
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
簡
単
に

言
う
と
、
絵
本
は
見
開
き
の
絵
が
様
々
な
こ
と

を
語
る
。
言
葉
は
、
あ
っ
た
と
し
て
も
手
助
け

で
す
ね
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
こ
と
で
展

開
を
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
も
の
が
絵
本
だ
と

思
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
大
人
は
、
童
話
な
い

し
児
童
文
学
の
本
と
、
絵
本
と
い
う
の
を
混
同

し
て
い
ま
す
。
特
に
幼
年
向
き
の
童
話
の
本
に

は
た
く
さ
ん
の
絵
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
絵

本
と
混
同
す
る
の
も
し
か
た
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
い
い
絵
本
と
い
う
の
は
、
絵
を
め
く
っ

て
い
く
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん

言
葉
が
そ
れ
を
手
助
け
し
て
い
る
の
で
す
が
、

絵
が
語
る
。
そ
れ
が
大
き
な
特
色
だ
と
思
い
ま

す
。
な
お
か
つ
、
絵
本
と
い
う
の
は
同
時
に
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
も
あ

り
ま
す
ね
。
松
谷
み
よ
子
さ
ん
と
瀬
川
康
男
さ

ん
の
『
い
な
い 

い
な
い 

ば
あ
』
は
、
本
の
形
を

し
て
い
て
、
め
く
れ
る
と
い
う
仕
組
み
が
、
鮮

や
か
に
作
品
を
作
っ
て
い
る
例
だ
と
思
い
ま
す
。

め
く
っ
て
い
く
こ
と
で
展
開
し
て
い
く
と
い
う

仕
組
み
を
、
絵
本
は
は
っ
き
り
と
も
っ
て
い
る
。

絵
が
語
る
、
絵
の
本
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
は
言

葉
と
い
う
よ
り
は
視
覚
的
な
も
の
が
語
っ
て
く

れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

本
の
形
を
し
て
め
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
展
開

を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
い
わ
ば
本

と
い
う
も
の
が
一
種
の
工
芸
と
い
い
ま
す
か
、

も
の
の
形
を
し
た
芸
術
だ
と
す
る
と
、
視
覚
的

で
工
芸
的
な
も
の
と
し
て
の
絵
本
と
い
う
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
童
話
や
児
童

文
学
の
本
と
い
う
の
は
、
そ
れ
と
は
違
う
。
実

際
に
は
た
く
さ
ん
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
そ
の
絵
を
全
部
は
ず
し
て
し
ま
っ
て
、

な
お
か
つ
本
の
形
で
は
な
く
て
も
読
め
る
も
の
。

特
に
幼
年
読
者
の
た
め
の
本
は
、
親
し
み
や
す

く
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
絵
が
つ
い
て
い
ま

す
か
ら
、
見
か
け
は
絵
本
と
似
て
い
ま
す
が
、

本
当
は
絵
が
ま
っ
た
く
な
く
て
も
、
本
の
形
を

し
て
い
な
く
て
も
、
成
り
立
つ
の
が
童
話
や
児

童
文
学
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
く

と
、
そ
の
違
い
は
か
な
り
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

絵
本
の
場
合
は
、
ま
っ
た
く
言
葉
が
な
く
て
、

絵
だ
け
で
も
成
り
立
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
姉
崎
一
馬
さ
ん
の
『
は
る
に

れ
』
と
い
う
写
真
絵
本
は
、
ま
っ
た
く
言
葉
が

な
い
。
で
も
こ
こ
に
言
葉
が
な
い
か
ら
、
こ
こ

に
は
物
語
が
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
。
絵
本
と
い
う
の
が
あ
る
極
ま
っ
た
と

こ
ろ
に
い
く
と
、
こ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
絵
が
語
る
、
も
う
手
助
け
の
言
葉
も
要
ら

な
い
、
め
く
っ
て
い
く
こ
と
で
展
開
し
て
、
で

も
そ
こ
に
物
語
は
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う

い
う
も
の
に
な
っ
て
い
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

絵
本
と
い
う
の
は
言
葉
が
な
く
て
も
一
冊
成
り

立
つ
こ
と
が
あ
り
得
る
、
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
余
計
に
、
童
話
と
は
違
う
も
の
だ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
現
在
は
、
も

と
も
と
言
葉
だ
け
で
成
り
立
つ
は
ず
の
童
話
や

児
童
文
学
を
絵
本
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
多

く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
言
葉
だ
け
で
成
り
立
つ

も
の
を
、
絵
本
と
い
う
仕
組
み
の
中
に
変
換
し

て
流
し
込
ん
で
い
く
の
は
、
本
来
の
こ
と
で
は

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
が
す
る
ん
で

す
ね
。
本
来
絵
本
の
文
章
と
い
う
の
は
、
あ
ま

り
長
々
し
く
な
く
て
、
本
当
に
手
助
け
と
い
う

感
じ
で
あ
る
方
が
い
い
。
で
す
か
ら
、
今
回
作

っ
た
シ
リ
ー
ズ
の
「
絵
童
話
」
と
い
う
の
は
、

絵
本
の
仕
組
み
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
て
、
あ

く
ま
で
「
さ
し
絵
」
で
す
。
さ
し
絵
は
、
言
葉

の
手
助
け
と
し
て
絵
が
役
立
つ
と
い
う
こ
と
で

す
。
絵
本
は
、
絵
が
語
り
言
葉
が
手
助
け
を
し

ま
す
が
、
絵
童
話
は
、
言
葉
で
語
り
絵
が
手
助

け
を
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
言
葉
で
語
ら
れ
て
い

る
も
の
を
生
か
す
、
そ
う
い
う
つ
も
り
で
作
っ

た
の
で
、
絵
本
と
は
違
う
絵
童
話
だ
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
安
西
水
丸
さ
ん
の
絵
は
、
酒
井
駒
子
さ
ん
や

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
絵
本
の
『
赤
い
蝋
燭

と
人
魚
』
と
は
、
ま
た
印
象
が
違
う
と
思
い
ま

す
。
特
に
酒
井
さ
ん
の
も
の
は
、
暗
い
、
あ
る

い
は
黒
い
印
象
で
す
け
れ
ど
も
、
安
西
さ
ん
は

と
て
も
白
い
印
象
。
酒
井
さ
ん
で
『
赤
い
蝋
燭

と
人
魚
』
は
ひ
と
つ
形
を
も
っ
た
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
私
は
あ
る
種
の
解
放

感
み
た
い
な
も
の
、
形
が
決
ま
っ
た
も
の
か
ら

解
放
さ
れ
る
よ
う
な
感
じ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

安
西
さ
ん
の
絵
は
娘
の
人
魚
が
と
て
も
か
わ
い

ら
し
く
て
、
で
も
ち
ょ
っ
と
は
か
な
げ
で
寂
し

そ
う
な
感
じ
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
な
と
思
い

ま
す
し
、
こ
の
作
品
の
子
ど
も
へ
の
手
渡
し
方

と
い
う
の
が
、
ひ
と
つ
豊
か
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
本
は
、
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
が
読
者

で
す
が
、
そ
こ
に
様
々
な
形
で
大
人
が
か
か
わ

そ
う
い
う
機
能
を
含
ん
で
い
る
場
所
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
な
と

思
い
、
こ
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
前
日
、
「
童
話
の
楽
校
」
参
加
者
の
子
ど
も

た
ち
に
、
集
団
で
こ
え
や
か
ら
だ
を
使
っ
て
物

語
を
体
験
す
る
演
劇
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

「
物
語
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
っ
て
い

数
の
脚
注
が
つ
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
一
年
生

に
は
わ
か
り
づ
ら
い
よ
う
な
言
葉
に
は
一
通
り

注
を
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
そ

ば
で
本
を
読
ん
で
あ
げ
て
い
る
大
人
が
一
言
付

け
加
え
る
と
い
う
よ
う
な
役
割
を
、
あ
ら
か
じ

め
本
の
中
で
果
た
し
た
い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

『
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
』
の
注
で
は
苦
労
し

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
一
年
生
の
つ
も
り

に
な
っ
て
す
べ
て
の
言
葉
を
検
討
し
て
、
難
し

そ
う
な
言
葉
の
意
味
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
本
当
に
『
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人

魚
』
を
よ
く
読
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
一
年
生
に

も
わ
か
る
よ
う
に
本
を
作
っ
て
い
く
と
、
実
は

大
人
に
も
よ
く
わ
か
る
ん
で
す
。
一
年
生
と
い

う
、
言
葉
の
上
で
は
ま
だ
発
達
が
未
熟
な
人
た

ち
に
も
わ
か
る
よ
う
に
作
っ
て
い
く
と
、
世
の

中
じ
ゅ
う
に
わ
か
る
か
な
と
思
っ
て
、
「
物
語

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　
本
文
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
回
の

『
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
』
は
、
ほ
る
ぷ
出
版

の
『
日
本
児
童
文
学
大
系
』
の
小
川
未
明
の
巻

に
載
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
本
の
場
合
は
、
テ
キ
ス
ト
を
子
ど
も

に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
作
り
変
え
る
と
い
う

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
三
つ

の
ル
ー
ル
を
設
け
ま
し
た
。
漢
字
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
で
き
る
限
り
ひ
ら
が
な
に
す
る
。
ひ

ら
が
な
の
も
の
を
漢
字
に
直
す
こ
と
は
し
な
い
。

元
々
の
句
読
点
は
動
か
さ
な
い
。
こ
れ
は
な
か

な
か
難
し
く
、
脚
注
以
上
に
苦
し
い
戦
い
で
し

た
。

　
今
回
私
は
出
版
物
と
い
う
形
で
、
未
明
と
い

う
も
の
を
現
代
の
子
ど
も
達
に
渡
そ
う
と
試
み

ま
し
た
。
小
川
未
明
文
学
館
は
、
未
明
と
い
う

た
く
さ
ん
の
仕
事
を
し
た
人
を
現
代
の
中
で
顕

彰
す
る
、
今
の
子
ど
も
達
に
渡
そ
う
と
す
る
、

な
矛
盾
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
戦
後
こ
の
よ
う

な
観
点
の
中
で
、
小
川
未
明
は
子
ど
も
に
は
通

じ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
矛
盾
を
な
ん
と
か
で
き
る
人
は
や
は

り
子
ど
も
の
身
近
に
い
る
大
人
で
、
子
ど
も
に

は
通
じ
な
い
言
葉
に
、
そ
ば
に
い
る
大
人
が
ち

ょ
っ
と
言
葉
を
添
え
て
あ
げ
る
。
そ
う
す
る
と
、

な
ん
と
か
子
ど
も
に
渡
せ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
本

と
子
ど
も
読
者
の
間
に
い
る
大
人
た
ち
は
、
や

は
り
子
ど
も
に
作
品
の
言
葉
を
手
渡
し
て
い
く

手
助
け
を
す
る
人
た
ち
で
も
あ
る
と
思
う
ん
で

す
ね
。
で
す
か
ら
「
顧
客
の
二
重
性
」
の
中
の
、

買
う
層
で
あ
る
大
人
た
ち
の
こ
と
を
、
私
は
以

前
か
ら
「
媒
介
者
」
と
い
う
ふ
う
に
呼
ん
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
の
本
が
も
と
も
と
矛
盾
す
る

構
図
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
そ
れ
を
何
と

か
す
る
大
人
た
ち
と
い
う
意
味
で
、
ち
ょ
っ
と

期
待
を
込
め
て
呼
ん
で
い
ま
す
。
松
谷
み
よ
子

さ
ん
の
『
ア
カ
ネ
ち
ゃ
ん
の
な
み
だ
の
海
』
と

い
う
本
の
最
初
の
話
、
「
タ
ッ
タ
ち
ゃ
ん
と
タ

ア
タ
ち
ゃ
ん
の
帰
還
」
の
結
末
で
、
語
り
手
は

最
後
に
「
え
？
　
キ
カ
ン
っ
て
い
う
の
は
ね
、

…
…

」
と
「
帰
還
」
と
い
う
言
葉
を
説
明
し
て

あ
げ
て
終
わ
る
ん
で
す
ね
。
話
の
本
体
を
語
っ

て
い
た
語
り
手
が
、
最
後
は
ま
る
で
子
ど
も
の

そ
ば
に
い
る
母
親
の
よ
う
に
言
葉
の
補
足
を
し

て
あ
げ
る
。
つ
ま
り
こ
の
語
り
手
は
最
後
の
と

こ
ろ
で
媒
介
者
の
役
割
を
果
た
す
「
媒
介
者
を

仮
装
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
作
品
の
媒
介

者
の
仮
装
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
て
、
古
典
的

な
名
作
童
話
を
現
代
の
子
ど
も
達
に
渡
す
時
に
、

こ
の
よ
う
な
媒
介
者
と
し
て
ふ
る
ま
う
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、

今
回
の
「
１
年
生
か
ら
よ
め
る
日
本
の
名
作
絵

ど
う
わ
」
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
お
び
た
だ
し
い

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
名
作
童
話
と
い
わ

れ
る
過
去
の
古
典
的
な
作
品
の
手
渡
し
方
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
子
ど
も
の
本

の
流
通
は
一
般
の
本
と
違
い
、
親
が
本
屋
さ
ん

で
子
ど
も
の
た
め
に
買
っ
て
あ
げ
る
、
公
共
図

書
館
や
学
校
図
書
館
で
本
を
買
い
揃
え
る
な
ど
、

大
人
が
買
っ
て
子
ど
も
が
読
む
と
い
う
形
が
一

般
的
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
本
の
読
者
は

も
ち
ろ
ん
子
ど
も
が
中
心
で
す
が
、
そ
れ
を
買

う
の
は
む
し
ろ
大
人
な
ん
で
す
ね
。
子
ど
も
の

本
が
子
ど
も
の
読
者
に
届
く
ま
で
の
間
に
、
そ

れ
を
買
っ
て
あ
げ
る
大
人
と
い
う
の
が
い
つ
も

存
在
す
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
構
図
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
の
本
に
お
け
る

「
顧
客
の
二
重
性
」
と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
児
童
文
学
評
論
家
の
菅
忠

道(

か
ん
た
だ
み
ち)

さ
ん
が
一
九
四
〇
年
に
打
ち

出
し
た
、
子
ど
も
の
本
の
場
合
は
、
読
む
層
と

買
う
層
が
別
々
で
、
結
果
的
に
は
顧
客
が
二
重

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
大
人
は

た
だ
買
っ
て
あ
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も

と
本
を
積
極
的
に
結
び
つ
け
る
。
こ
れ
は
良
い

本
だ
か
ら
読
み
な
さ
い
と
積
極
的
に
結
び
つ
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
子
ど
も
が
買
っ
て
と

言
っ
た
本
を
あ
ま
り
良
さ
そ
う
で
は
な
い
か
ら

買
わ
な
い
と
い
う
、
逆
に
子
ど
も
の
本
と
子
ど

も
読
者
と
を
遠
ざ
け
る
と
い
う
こ
と
も
同
時
に

起
こ
る
と
い
う
、
両
面
を
持
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
で
は
大
人
た
ち
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
、

子
ど
も
の
本
と
子
ど
も
の
間
に
立
っ
て
ふ
る
ま

え
ば
い
い
の
か
。
児
童
文
学
と
い
う
の
は
必
ず
、

大
人
が
書
い
て
子
ど
も
が
読
む
も
の
な
ん
で
す

ね
。
子
ど
も
に
向
け
て
書
く
も
の
で
す
か
ら
、

子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た
表
現
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
す
が
、
一
方
で
大
人
で
あ
る
作
家

が
自
分
の
思
い
を
自
分
の
言
葉
で
書
こ
う
と
す

る
と
、
子
ど
も
に
は
届
き
づ
ら
い
と
い
う
よ
う

報

　告

第
一
回

「
日
本
の
児
童
出
版
美
術
の
流
れ
と
小
川
未
明
」

11
月
26
日
（
月
）

　土
居
安
子
氏

（
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
主
任
専
門
員
）

第
二
回

「
小
川
未
明
の
物
語
世
界
を
遊
ぶ

　
　
　

―

作
品
選
択
・
演
出
方
法
に
つ
い
て―
」

文
学
館
講
座

（
講
座
内
容
抄
録
）



9 8

10
月
21
日
（
日
）

　宮
川
健
郎
氏

（
武
蔵
野
大
学
教
授
）

　
平
成
24
年
度
の
文
学
館
講
座
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
色
の
あ
る
３
回
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
講
座
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
、
特
別
展
で
安
西
水
丸
さ
ん
が
描
く
『
赤

い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
』
の
原
画
展
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
つ
い
最
近
、
十
一
日
前
に
、
一

〇
月
一
〇
日
の
奥
付
で
出
た
本
の
原
画
で
す
。

私
が
岩
崎
書
店
編
集
部
と
一
緒
に
企
画
・
編
集

を
し
た
「
１
年
生
か
ら
よ
め
る
日
本
の
名
作
絵

ど
う
わ
」
の
一
冊
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ

の
大
き
な
狙
い
は
、
こ
れ
は
「
絵
本
」
で
は
な

く
て
「
絵
童
話
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
が
、
私
は
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
で
は
改
め
て
「
絵
本
」
と
は
何
か
、
「
絵

童
話
」
と
ど
う
違
う
の
か
、
そ
こ
を
少
し
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
『
赤
い

ろ
う
そ
く
と
人
魚
』
は
も
と
も
と
、
『
東
京
朝

日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
、
言
葉
で
展
開
す
る

童
話
で
す
。
言
葉
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
作

品
を
届
け
る
童
話
と
、
絵
本
と
は
、
大
き
く
違

っ
た
メ
デ
ィ
ア
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
簡
単
に

言
う
と
、
絵
本
は
見
開
き
の
絵
が
様
々
な
こ
と

を
語
る
。
言
葉
は
、
あ
っ
た
と
し
て
も
手
助
け

で
す
ね
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
こ
と
で
展

開
を
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
も
の
が
絵
本
だ
と

思
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
大
人
は
、
童
話
な
い

し
児
童
文
学
の
本
と
、
絵
本
と
い
う
の
を
混
同

し
て
い
ま
す
。
特
に
幼
年
向
き
の
童
話
の
本
に

は
た
く
さ
ん
の
絵
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
絵

本
と
混
同
す
る
の
も
し
か
た
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
い
い
絵
本
と
い
う
の
は
、
絵
を
め
く
っ

て
い
く
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん

言
葉
が
そ
れ
を
手
助
け
し
て
い
る
の
で
す
が
、

絵
が
語
る
。
そ
れ
が
大
き
な
特
色
だ
と
思
い
ま

す
。
な
お
か
つ
、
絵
本
と
い
う
の
は
同
時
に
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
も
あ

り
ま
す
ね
。
松
谷
み
よ
子
さ
ん
と
瀬
川
康
男
さ

ん
の
『
い
な
い 

い
な
い 

ば
あ
』
は
、
本
の
形
を

し
て
い
て
、
め
く
れ
る
と
い
う
仕
組
み
が
、
鮮

や
か
に
作
品
を
作
っ
て
い
る
例
だ
と
思
い
ま
す
。

め
く
っ
て
い
く
こ
と
で
展
開
し
て
い
く
と
い
う

仕
組
み
を
、
絵
本
は
は
っ
き
り
と
も
っ
て
い
る
。

絵
が
語
る
、
絵
の
本
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
は
言

葉
と
い
う
よ
り
は
視
覚
的
な
も
の
が
語
っ
て
く

れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

本
の
形
を
し
て
め
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
展
開

を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
い
わ
ば
本

と
い
う
も
の
が
一
種
の
工
芸
と
い
い
ま
す
か
、

も
の
の
形
を
し
た
芸
術
だ
と
す
る
と
、
視
覚
的

で
工
芸
的
な
も
の
と
し
て
の
絵
本
と
い
う
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
童
話
や
児
童

文
学
の
本
と
い
う
の
は
、
そ
れ
と
は
違
う
。
実

際
に
は
た
く
さ
ん
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
そ
の
絵
を
全
部
は
ず
し
て
し
ま
っ
て
、

な
お
か
つ
本
の
形
で
は
な
く
て
も
読
め
る
も
の
。

特
に
幼
年
読
者
の
た
め
の
本
は
、
親
し
み
や
す

く
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
絵
が
つ
い
て
い
ま

す
か
ら
、
見
か
け
は
絵
本
と
似
て
い
ま
す
が
、

本
当
は
絵
が
ま
っ
た
く
な
く
て
も
、
本
の
形
を

し
て
い
な
く
て
も
、
成
り
立
つ
の
が
童
話
や
児

童
文
学
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
く

と
、
そ
の
違
い
は
か
な
り
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

絵
本
の
場
合
は
、
ま
っ
た
く
言
葉
が
な
く
て
、

絵
だ
け
で
も
成
り
立
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
姉
崎
一
馬
さ
ん
の
『
は
る
に

れ
』
と
い
う
写
真
絵
本
は
、
ま
っ
た
く
言
葉
が

な
い
。
で
も
こ
こ
に
言
葉
が
な
い
か
ら
、
こ
こ

に
は
物
語
が
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
。
絵
本
と
い
う
の
が
あ
る
極
ま
っ
た
と

こ
ろ
に
い
く
と
、
こ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
絵
が
語
る
、
も
う
手
助
け
の
言
葉
も
要
ら

な
い
、
め
く
っ
て
い
く
こ
と
で
展
開
し
て
、
で

も
そ
こ
に
物
語
は
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う

い
う
も
の
に
な
っ
て
い
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

絵
本
と
い
う
の
は
言
葉
が
な
く
て
も
一
冊
成
り

立
つ
こ
と
が
あ
り
得
る
、
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
余
計
に
、
童
話
と
は
違
う
も
の
だ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
現
在
は
、
も

と
も
と
言
葉
だ
け
で
成
り
立
つ
は
ず
の
童
話
や

児
童
文
学
を
絵
本
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
多

く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
言
葉
だ
け
で
成
り
立
つ

も
の
を
、
絵
本
と
い
う
仕
組
み
の
中
に
変
換
し

て
流
し
込
ん
で
い
く
の
は
、
本
来
の
こ
と
で
は

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
が
す
る
ん
で

す
ね
。
本
来
絵
本
の
文
章
と
い
う
の
は
、
あ
ま

り
長
々
し
く
な
く
て
、
本
当
に
手
助
け
と
い
う

感
じ
で
あ
る
方
が
い
い
。
で
す
か
ら
、
今
回
作

っ
た
シ
リ
ー
ズ
の
「
絵
童
話
」
と
い
う
の
は
、

絵
本
の
仕
組
み
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
て
、
あ

く
ま
で
「
さ
し
絵
」
で
す
。
さ
し
絵
は
、
言
葉

の
手
助
け
と
し
て
絵
が
役
立
つ
と
い
う
こ
と
で

す
。
絵
本
は
、
絵
が
語
り
言
葉
が
手
助
け
を
し

ま
す
が
、
絵
童
話
は
、
言
葉
で
語
り
絵
が
手
助

け
を
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
言
葉
で
語
ら
れ
て
い

る
も
の
を
生
か
す
、
そ
う
い
う
つ
も
り
で
作
っ

た
の
で
、
絵
本
と
は
違
う
絵
童
話
だ
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
安
西
水
丸
さ
ん
の
絵
は
、
酒
井
駒
子
さ
ん
や

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
絵
本
の
『
赤
い
蝋
燭

と
人
魚
』
と
は
、
ま
た
印
象
が
違
う
と
思
い
ま

す
。
特
に
酒
井
さ
ん
の
も
の
は
、
暗
い
、
あ
る

い
は
黒
い
印
象
で
す
け
れ
ど
も
、
安
西
さ
ん
は

と
て
も
白
い
印
象
。
酒
井
さ
ん
で
『
赤
い
蝋
燭

と
人
魚
』
は
ひ
と
つ
形
を
も
っ
た
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
私
は
あ
る
種
の
解
放

感
み
た
い
な
も
の
、
形
が
決
ま
っ
た
も
の
か
ら

解
放
さ
れ
る
よ
う
な
感
じ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

安
西
さ
ん
の
絵
は
娘
の
人
魚
が
と
て
も
か
わ
い

ら
し
く
て
、
で
も
ち
ょ
っ
と
は
か
な
げ
で
寂
し

そ
う
な
感
じ
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
な
と
思
い

ま
す
し
、
こ
の
作
品
の
子
ど
も
へ
の
手
渡
し
方

と
い
う
の
が
、
ひ
と
つ
豊
か
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
本
は
、
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
が
読
者

で
す
が
、
そ
こ
に
様
々
な
形
で
大
人
が
か
か
わ

そ
う
い
う
機
能
を
含
ん
で
い
る
場
所
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
な
と

思
い
、
こ
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
前
日
、
「
童
話
の
楽
校
」
参
加
者
の
子
ど
も

た
ち
に
、
集
団
で
こ
え
や
か
ら
だ
を
使
っ
て
物

語
を
体
験
す
る
演
劇
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

「
物
語
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
っ
て
い

数
の
脚
注
が
つ
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
一
年
生

に
は
わ
か
り
づ
ら
い
よ
う
な
言
葉
に
は
一
通
り

注
を
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
そ

ば
で
本
を
読
ん
で
あ
げ
て
い
る
大
人
が
一
言
付

け
加
え
る
と
い
う
よ
う
な
役
割
を
、
あ
ら
か
じ

め
本
の
中
で
果
た
し
た
い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

『
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
』
の
注
で
は
苦
労
し

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
一
年
生
の
つ
も
り

に
な
っ
て
す
べ
て
の
言
葉
を
検
討
し
て
、
難
し

そ
う
な
言
葉
の
意
味
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
本
当
に
『
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人

魚
』
を
よ
く
読
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
一
年
生
に

も
わ
か
る
よ
う
に
本
を
作
っ
て
い
く
と
、
実
は

大
人
に
も
よ
く
わ
か
る
ん
で
す
。
一
年
生
と
い

う
、
言
葉
の
上
で
は
ま
だ
発
達
が
未
熟
な
人
た

ち
に
も
わ
か
る
よ
う
に
作
っ
て
い
く
と
、
世
の

中
じ
ゅ
う
に
わ
か
る
か
な
と
思
っ
て
、
「
物
語

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　
本
文
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
回
の

『
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
』
は
、
ほ
る
ぷ
出
版

の
『
日
本
児
童
文
学
大
系
』
の
小
川
未
明
の
巻

に
載
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
本
の
場
合
は
、
テ
キ
ス
ト
を
子
ど
も

に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
作
り
変
え
る
と
い
う

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
三
つ

の
ル
ー
ル
を
設
け
ま
し
た
。
漢
字
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
で
き
る
限
り
ひ
ら
が
な
に
す
る
。
ひ

ら
が
な
の
も
の
を
漢
字
に
直
す
こ
と
は
し
な
い
。

元
々
の
句
読
点
は
動
か
さ
な
い
。
こ
れ
は
な
か

な
か
難
し
く
、
脚
注
以
上
に
苦
し
い
戦
い
で
し

た
。

　
今
回
私
は
出
版
物
と
い
う
形
で
、
未
明
と
い

う
も
の
を
現
代
の
子
ど
も
達
に
渡
そ
う
と
試
み

ま
し
た
。
小
川
未
明
文
学
館
は
、
未
明
と
い
う

た
く
さ
ん
の
仕
事
を
し
た
人
を
現
代
の
中
で
顕

彰
す
る
、
今
の
子
ど
も
達
に
渡
そ
う
と
す
る
、

な
矛
盾
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
戦
後
こ
の
よ
う

な
観
点
の
中
で
、
小
川
未
明
は
子
ど
も
に
は
通

じ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
矛
盾
を
な
ん
と
か
で
き
る
人
は
や
は

り
子
ど
も
の
身
近
に
い
る
大
人
で
、
子
ど
も
に

は
通
じ
な
い
言
葉
に
、
そ
ば
に
い
る
大
人
が
ち

ょ
っ
と
言
葉
を
添
え
て
あ
げ
る
。
そ
う
す
る
と
、

な
ん
と
か
子
ど
も
に
渡
せ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
本

と
子
ど
も
読
者
の
間
に
い
る
大
人
た
ち
は
、
や

は
り
子
ど
も
に
作
品
の
言
葉
を
手
渡
し
て
い
く

手
助
け
を
す
る
人
た
ち
で
も
あ
る
と
思
う
ん
で

す
ね
。
で
す
か
ら
「
顧
客
の
二
重
性
」
の
中
の
、

買
う
層
で
あ
る
大
人
た
ち
の
こ
と
を
、
私
は
以

前
か
ら
「
媒
介
者
」
と
い
う
ふ
う
に
呼
ん
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
の
本
が
も
と
も
と
矛
盾
す
る

構
図
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
そ
れ
を
何
と

か
す
る
大
人
た
ち
と
い
う
意
味
で
、
ち
ょ
っ
と

期
待
を
込
め
て
呼
ん
で
い
ま
す
。
松
谷
み
よ
子

さ
ん
の
『
ア
カ
ネ
ち
ゃ
ん
の
な
み
だ
の
海
』
と

い
う
本
の
最
初
の
話
、
「
タ
ッ
タ
ち
ゃ
ん
と
タ

ア
タ
ち
ゃ
ん
の
帰
還
」
の
結
末
で
、
語
り
手
は

最
後
に
「
え
？
　
キ
カ
ン
っ
て
い
う
の
は
ね
、

…
…

」
と
「
帰
還
」
と
い
う
言
葉
を
説
明
し
て

あ
げ
て
終
わ
る
ん
で
す
ね
。
話
の
本
体
を
語
っ

て
い
た
語
り
手
が
、
最
後
は
ま
る
で
子
ど
も
の

そ
ば
に
い
る
母
親
の
よ
う
に
言
葉
の
補
足
を
し

て
あ
げ
る
。
つ
ま
り
こ
の
語
り
手
は
最
後
の
と

こ
ろ
で
媒
介
者
の
役
割
を
果
た
す
「
媒
介
者
を

仮
装
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
作
品
の
媒
介

者
の
仮
装
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
て
、
古
典
的

な
名
作
童
話
を
現
代
の
子
ど
も
達
に
渡
す
時
に
、

こ
の
よ
う
な
媒
介
者
と
し
て
ふ
る
ま
う
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、

今
回
の
「
１
年
生
か
ら
よ
め
る
日
本
の
名
作
絵

ど
う
わ
」
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
お
び
た
だ
し
い

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
名
作
童
話
と
い
わ

れ
る
過
去
の
古
典
的
な
作
品
の
手
渡
し
方
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
子
ど
も
の
本

の
流
通
は
一
般
の
本
と
違
い
、
親
が
本
屋
さ
ん

で
子
ど
も
の
た
め
に
買
っ
て
あ
げ
る
、
公
共
図

書
館
や
学
校
図
書
館
で
本
を
買
い
揃
え
る
な
ど
、

大
人
が
買
っ
て
子
ど
も
が
読
む
と
い
う
形
が
一

般
的
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
本
の
読
者
は

も
ち
ろ
ん
子
ど
も
が
中
心
で
す
が
、
そ
れ
を
買

う
の
は
む
し
ろ
大
人
な
ん
で
す
ね
。
子
ど
も
の

本
が
子
ど
も
の
読
者
に
届
く
ま
で
の
間
に
、
そ

れ
を
買
っ
て
あ
げ
る
大
人
と
い
う
の
が
い
つ
も

存
在
す
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
構
図
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
の
本
に
お
け
る

「
顧
客
の
二
重
性
」
と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
児
童
文
学
評
論
家
の
菅
忠

道(

か
ん
た
だ
み
ち)

さ
ん
が
一
九
四
〇
年
に
打
ち

出
し
た
、
子
ど
も
の
本
の
場
合
は
、
読
む
層
と

買
う
層
が
別
々
で
、
結
果
的
に
は
顧
客
が
二
重

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
大
人
は

た
だ
買
っ
て
あ
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も

と
本
を
積
極
的
に
結
び
つ
け
る
。
こ
れ
は
良
い

本
だ
か
ら
読
み
な
さ
い
と
積
極
的
に
結
び
つ
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
子
ど
も
が
買
っ
て
と

言
っ
た
本
を
あ
ま
り
良
さ
そ
う
で
は
な
い
か
ら

買
わ
な
い
と
い
う
、
逆
に
子
ど
も
の
本
と
子
ど

も
読
者
と
を
遠
ざ
け
る
と
い
う
こ
と
も
同
時
に

起
こ
る
と
い
う
、
両
面
を
持
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
で
は
大
人
た
ち
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
、

子
ど
も
の
本
と
子
ど
も
の
間
に
立
っ
て
ふ
る
ま

え
ば
い
い
の
か
。
児
童
文
学
と
い
う
の
は
必
ず
、

大
人
が
書
い
て
子
ど
も
が
読
む
も
の
な
ん
で
す

ね
。
子
ど
も
に
向
け
て
書
く
も
の
で
す
か
ら
、

子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た
表
現
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
す
が
、
一
方
で
大
人
で
あ
る
作
家

が
自
分
の
思
い
を
自
分
の
言
葉
で
書
こ
う
と
す

る
と
、
子
ど
も
に
は
届
き
づ
ら
い
と
い
う
よ
う

報

　告

第
一
回

「
日
本
の
児
童
出
版
美
術
の
流
れ
と
小
川
未
明
」

11
月
26
日
（
月
）

　土
居
安
子
氏

（
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
主
任
専
門
員
）

第
二
回

「
小
川
未
明
の
物
語
世
界
を
遊
ぶ

　
　
　

―

作
品
選
択
・
演
出
方
法
に
つ
い
て―

」

文
学
館
講
座

（
講
座
内
容
抄
録
）
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た
だ
い
た
土
居
さ
ん
。
講
座
は
、
子
ど
も
た
ち

と
同
じ
く
、
未
明
童
話
「
山
の
上
の
木
と
雲
の

話
」
の
物
語
体
験
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
か
ら
だ
全
体
を
使
っ
て
木
や
雲
に
な
っ

た
参
加
者
か
ら
は
、
「
未
明
作
品
を
五
感
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た
」
「
演
じ
る
と
い
う
体
験

に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
作
品
を
見
直
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
「
読
む
と
い
う
こ
と
の
楽
し
さ
の

奥
に
あ
る
、物
語
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
い
。

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
、
物
語
を
読
む
だ
け
で

は
な
く
て
、
体
で
も
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
の

中
に
あ
る
感
情
を
出
し
た
り
、
自
分
っ
て
こ
ん

な
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
と
か
、
こ
ん
な
ふ
う
に

も
言
え
る
ん
だ
、
と
い
う
可
能
性
の
よ
う
な
も

の
を
体
験
し
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
た
」
と
い
う
、

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

思
い
に
つ
い
て
、
続
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
使
用
す
る
作
品
を
選
択
す
る
際
の
検
討
要
素

や
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
、
ま
た
、

数
あ
る
未
明
童
話
の
中
か
ら
、
こ
の
作
品
を
選

ん
だ
理
由
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
未
明
作
品
は
、
情
景
描
写
が
詩
的
で
美
し

く
、
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
声
に
出
し
て

読
む
こ
と
で
、
そ
の
魅
力
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
は
、
人
間

や
自
然
の
あ
た
た
か
い
交
流
が
描
か
れ
て
い
る

作
品
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
登
場
人
物
に
な
っ
て

み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
を
よ
り
深
く
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
未
明
作

品
の
魅
力
を
体
験
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

こ
と
ば
の
力
を
体
感
し
、
参
加
者
同
士
が
未
明

作
品
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

く
こ
の
談
話
体
小
説
の
ス
キ
ル
が
、
今
度
は
昭

和
初
年
代
に
な
っ
て
、
大
人
の
読
者
の
た
め
に

書
か
れ
た
童
話
に
活
か
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
本
日
、
紹
介
し
た
小
説
的
要
素
の
つ
よ
い
未

明
の
童
話
群
は
、
未
明
が
と
り
わ
け
大
人
に
読

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
書
い
た
作
品
で

す
。
こ
う
し
た
作
品
は
、
童
話
雑
誌
と
い
う
よ

り
は
、
む
し
ろ
一
般
の
文
芸
誌
や
専
門
誌
に
書

か
れ
た
も
の
で
す
が
、
全
集
未
収
録
が
多
い
よ

う
で
す
。
今
後
、
未
明
文
学
に
も
っ
と
多
く
の

光
を
当
て
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
け
れ
ど
も
重
要
と
思
わ

れ
る
童
話
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。

　
未
明
童
話
を
概
観
し
ま
す
と
、
童
話
か
ら
小

説
、
詩
、
随
筆
等
へ
ジ
ャ
ン
ル
的
な
特
性
が
移

っ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
間
形

態
的
な
童
話
は
、
あ
る
一
定
数
を
占
め
、
そ
れ

ら
も
未
明
童
話
の
特
徴
を
形
づ
く
っ
て
い
ま

す
。
童
話
が
越
境
を
試
み
る
と
き
、
ど
っ
ち
つ

か
ず
の
曖
昧
な
失
敗
作
が
生
ま
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
童
話
の
新
し
い
可
能
性
が
開
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
未
明
の
童
話
を
考
え
る

た
め
に
は
、
未
明
の
小
説
を
読
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
反
対
に
未
明
の
小
説
を
考
え
る
た

め
に
は
、
未
明
の
童
話
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し

て
そ
の
中
間
形

態
的
な
作
品
に

対
す
る
注
目
が

必
要
で
す
。

発
刊
し
て
い
た
「
民
政
」
と
い
う
機
関
紙
に
毎

月
連
載
さ
れ
た
未
明
童
話
の
多
く
は
、
そ
の
確

か
な
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
未
明
は
、
〈
童
話
作
家
宣
言
〉
後
の
昭
和
初

年
代
、
童
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
あ
ら
ゆ

る
内
容
を
表
現
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

童
話
の
中
で
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
す
べ
て

言
え
る
と
し
て
、
幼
年
向
け
に
は
カ
タ
カ
ナ
童

話
や
ひ
ら
が
な
童
話
を
書
き
、
少
年
向
け
、
少

女
向
け
の
童
話
を
書
き
分
け
、
大
人
向
け
の
童

話
を
書
き
ま
し
た
。
三
つ
め
に
あ
げ
ま
し
た

〈
大
人
の
童
話
〉
が
も
つ
、
童
話
の
未
来
へ
の

可
能
性
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
昭
和

一
二
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
そ
の

可
能
性
は
潰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
未
明
が
昭
和

初
年
代
に
書
こ
う
と
し
て
い
た
〈
大
人
の
童

話
〉
は
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
の
児
童
文
学
の

主
題
や
題
材
の
深
ま
り
、
広
が
り
を
先
取
り
す

る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
〈
大
人
の
童
話
〉
と
区
別
し
て

お
き
た
い
作
品
群
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
未
明

が
大
正
後
半
期
に
し
ば
し
ば
書
い
た
談
話
体
の

「
で
す
・
ま
す
小
説
」
で
す
。
こ
れ
は
表
現
形

式
だ
け
を
見
る
と
、
童
話
に
似
る
の
で
す
が
、

内
容
は
大
人
の
社
会
を
描
い
た
小
説
で
す
。
こ

の
小
説
群
は
、
従
来
の
未
明
の
小
説
と
同
じ
素

材
、
い
わ
ゆ
る
大
人
の
社
会
の
闇
を
書
い
た
も

の
で
す
。
未
明
は
当
時
の
社
会
問
題
を
真
正
面

か
ら
受
け
止
め
、
そ
れ
を
小
説
化
し
て
い
く
の

で
す
が
、
テ
ー
マ
そ
の
も
の
の
も
つ
ど
う
し
よ

う
も
な
い
暗
さ
と
重
み
を
い
か
に
効
果
的
に
読

者
に
伝
え
て
い
く
か
を
考
え
、
談
話
体
小
説
を

書
く
に
い
た
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
こ

に
、
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
童
話
形
式
の
ス
キ

ル
が
活
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
は
、

小
説
的
内
容
を
童
話
形
式
の
な
か
で
書
い
て
い

あ
る
〈
大
人
の
童
話
〉
を
、
内
容
か
ら
三
つ
に

分
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
つ
め
は
、
大
正
中
期

に
書
か
れ
た
、
ロ
マ
ン
主
義
童
話
時
代
の
も

の
、
二
つ
め
は
、
大
正
後
期
に
書
か
れ
た
、
社

会
主
義
童
話
時
代
の
も
の
、
三
つ
め
は
、
童
話

作
家
宣
言
後
、
昭
和
初
年
代
に
書
か
れ
た
も
の

で
す
。

　
未
明
童
話
は
、
も
と
も
と
そ
の
出
発
期
に
お

い
て
は
〈
大
人
の
童
話
〉
と
い
え
る
要
素
を
多

く
含
ん
で
い
ま
し
た
。
大
正
中
期
の
童
話
雑
誌

「
赤
い
鳥
」
発
刊
以
降
、
芸
術
性
の
高
い
童
話

が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
子
供
に
と
っ
て
価
値
あ
る
童
話
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
大
人
が
読
ん
で
も
価
値
の

あ
る
童
話
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
大
人
の
読
者
に
成
長
と
と
も
に
失
っ
た
子

供
時
代
の
価
値
を
思
い
出
さ
せ
る
も
の
と
し
て

大
正
期
の
童
話
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

に
代
表
さ
れ
る
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
未
明
童
話

は
、
全
体
と
し
て
〈
大
人
の
童
話
〉
と
呼
ん
で

も
よ
い
わ
け
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
小
説
的

要
素
を
色
濃
く
も
っ
た
童
話
と
い
う
と
、
当

時
、
女
性
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
未
明
童
話
な
ど

は
、
大
人
の
女
性
を
読
者
と
し
て
意
識
し
て
書

か
れ
た
こ
と
か
ら
、
童
話
と
小
説
の
間
に
あ
る

興
味
深
い
作
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
二
つ
め

に
あ
げ
た
社
会
主
義
時
代
の
童
話
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
以
後
深
刻
に
な
っ
て
い
く
貧
困
や
労

働
に
関
す
る
大
正
期
の
社
会
問
題
を
ふ
ま
え
、

社
会
改
造
を
大
人
に
う
な
が
す
童
話
で
す
。
三

つ
め
は
、
〈
童
話
作
家
宣
言
〉
に
よ
っ
て
小
説

の
筆
を
折
っ
た
未
明
が
、
こ
れ
ま
で
童
話
で
描

い
て
き
た
テ
ー
マ
を
、
大
人
の
読
者
を
強
く
意

識
す
る
な
か
で
、
童
話
形
式
の
な
か
で
創
り
上

げ
た
作
品
で
す
。
当
時
の
二
大
政
党
の
一
つ
が

は
、
ま
ず
も
っ
て
書
誌
的
な
整
理
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
こ
の
た
び
『
小
川
未
明
全
童
話

（
人
物
書
誌
体
系
シ
リ
ー
ズ
）
』
（
二
〇
一
三

年
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
と
い
う
本
を
作
り

ま
し
た
。
未
明
の
童
話
一
一
八
二
編
す
べ
て
に

あ
ら
す
じ
を
つ
け
、
初
出
は
い
つ
で
、
ど
の
童

話
集
に
収
録
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
調

べ
、
各
種
、
索
引
を
つ
け
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
仕
事
を
通
し
て
、
未
明
が
書
い
た
作
品

に
は
、
同
じ
パ
タ
ー
ン
、
同
じ
テ
ー
マ
の
童
話

は
な
く
、
ま
た
読
者
も
子
供
向
け
か
ら
大
人
向

け
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
本
日
、
お
話

し
た
い
の
は
、
大
人
向
け
の
童
話
に
つ
い
て
で

す
。

　
書
誌
の
本
と
は
別
に
編
ん
だ
『
新
選
小
川
未

明
秀
作
童
話
50
　
ヒ
ト
リ
ボ
ッ
チ
ノ
少
年
』

（
二
〇
一
二
年
、
蒼
丘
書
林
）
は
、
昭
和
期
の

童
話
を
中
心
に
集
め
た
童
話
集
で
し
た
。
こ
の

本
に
は
、
詩
的
な
作
品
を
多
く
集
め
ま
し
た
。

い
わ
ば
童
話
と
詩
の
間
に
あ
る
作
品
集
と
い
っ

た
お
も
む
き
の
あ
る
本
で
す
。
未
明
童
話
は

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
や
「
金
の
輪
」
だ
け
で

は
な
い
、
こ
の
童
話
集
に
収
め
ら
れ
た
よ
う
な

作
品
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
く
て
編
集

し
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
詩
に
近
い
童
話
で
は
な
く
、
小
説

に
近
い
童
話
を
五
〇
編
選
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
今
回
、
選
ん
で
き
た
五
〇
編
の
、
い
わ
ゆ

る
〈
大
人
の
童
話
〉
も
、
前
著
同
様
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
未
明
童
話
の

別
の
顔―

童
話
と
小
説
の
間
に
あ
る
作
品
集―

を
示
す
も
の
と
し
て
、
今
後
、
刊
行
す
る
予
定

で
す
。

　
さ
て
未
明
の
書
い
た
、
童
話
と
小
説
の
間
に

報

　告

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
こ
の
作
品
は
、
孤
独
で
若
い
木
が
ま
っ
す
ぐ

立
っ
て
い
る
と
、
女
王
の
よ
う
な
雲
が
や
っ
て

き
て
、
あ
こ
が
れ
の
気
持
ち
を
抱
き
、
そ
の
喪

失
感
で
つ
ら
い
思
い
を
す
る
が
、
鴉
や
鶫
に
励

ま
さ
れ
、
美
し
い
雲
が
や
っ
て
く
る
夏
の
到
来

を
待
ち
続
け
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
若
い
木

の
孤
独
、
雲
の
美
し
さ
、
自
由
な
鳥
た
ち
の
様

子
が
、
短
い
作
品
の
中
に
イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
語

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
未

明
の
言
葉
が
作
り
出
す
イ
メ
ー
ジ
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
若
い
木
の
夏
か
ら
次
の
夏
ま
で
の
経

験
を
体
験
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
起…
若
い
木
が
山
の
上
に
一
本
だ
け
立
っ
て

　
　
　
い
る

　
承…

美
し
い
雲
と
の
出
会
い

　
転…

鴉
と
鶫
と
の
会
話

　
結…

一
人
で
立
っ
て
い
な
が
ら
雲
が
や
っ
て  

　
　
　 

く
る
の
を
待
っ
て
い
る

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
木
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
た
め
に
、
種
か
ら
木
に
な
る
こ
と
と
し
、
二

人
組
に
な
っ
て
、
一
人
が
主
人
公
で
あ
る
木
、

も
う
一
人
が
木
と
出
会
う
風
、
雲
、
鴉
、
鶫
に

な
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
最
後
ま
で
体
験
し
て
か

ら
交
代
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
作
品
は
冬

で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
若
い
木
が
、

雲
の
来
る
こ
と
を
夢
見
続
け
る
こ
と
を
考
え
、

最
後
は
、
雲
と
ど
の
よ
う
に
再
会
す
る
か
を
、

そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
①
導
入

　
　
　
種
か
ら
木
に
な
る
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
風
の
吹
く
中
で
じ
っ
と
立
っ
て
い
る

　
②
展
開

　
　
〈
夏
の
夕
暮
れ
〉
雲
と
の
出
会
い

　
　
〈
秋
〉
　
　
　
　
鴉
と
の
対
話

　
　
〈
冬
の
は
じ
め
〉
鶫
と
の
対
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
が
降
る

　
③
ま
と
め

　
〈
春
〉

　
〈
夏
〉
再
会
の
シ
ー
ン
を
考
え
て
み
る

・
主
人
公
の
若
い
木
が
、
雲
と
鴉
と
鶫
と
出
会

っ
て
い
く
、
出
会
い
と
別
れ
と
い
う
単
純
な
か

た
ち
な
の
で
、
小
学
校
低
学
年
で
も
で
き
る
。

・
最
後
に
、
雲
に
ま
た
会
え
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
希
望
を
残
し
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
た

ち
が
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
終
わ
る
こ
と
が

で
き
る
作
品
で
あ
る
。

・
構
成
が
、
夏
か
ら
秋
、
冬
に
入
っ
て
い
く
と

い
う
一
年
の
時
間
の
流
れ
が
あ
り
、
空
間
の
移

動
が
な
い
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
。

　
ま
た
、
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を
、
ど
ん

な
ふ
う
に
物
語
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
し
て

い
る
か
を
、
『
だ
く
ち
る
だ
く
ち
る
』
「
漁
師

と
お
か
み
さ
ん
」
（
グ
リ
ム
童
話
）
を
例
に
、

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
土
居
さ
ん
は
、
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
物
語
の
楽
し
さ
を
一

緒
に
味
わ
っ
て
、
ま
た
そ
れ
が
本
を
読
む
楽
し

さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
本
だ
け
で
は
な
く

て
、
い
ろ
ん
な
か
た
ち
で
子
ど
も
た
ち
が
物
語

っ
て
面
白
い
な
、
そ
の
中
で
自
分
っ
て
な
に
か

な
と
か
、
自
分
っ
て
こ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
て
い

る
ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
」
「
未
明
作
品
を
地
元
の
子
ど

も
た
ち
が
読
む
こ
と
は
、
作
品
を
通
し
て
、
自

分
た
ち
の
日
頃
感
じ
て
い
る
、
暮
ら
し
て
い
る

地
域
の
風
景
を
言
葉
で
獲
得
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
か
ら
も
意
味
が
あ
る
」
と
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
未
明
生
誕
一
三
〇
年
に
あ
た
り
、
未
明
文
学

に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
文
学
研
究
者
と
し

て
、
未
明
の
作
品
世
界
に
つ
い
て
こ
こ
数
年
考

え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
未
明
文
学
に
つ
い
て

1２
月
２
日
（
日
）
　
小
埜
裕
二
氏

（
上
越
教
育
大
学
教
授
）

第
三
回

「
未
明
文
学
に
お
け
る
童
話
と
小
説
の
境
界
」

（
講
座
内
容
抄
録
）

目
的

作
品
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
に
つ
い
て

作
品
選
択
の
理
由
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た
だ
い
た
土
居
さ
ん
。
講
座
は
、
子
ど
も
た
ち

と
同
じ
く
、
未
明
童
話
「
山
の
上
の
木
と
雲
の

話
」
の
物
語
体
験
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
か
ら
だ
全
体
を
使
っ
て
木
や
雲
に
な
っ

た
参
加
者
か
ら
は
、
「
未
明
作
品
を
五
感
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た
」
「
演
じ
る
と
い
う
体
験

に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
作
品
を
見
直
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
「
読
む
と
い
う
こ
と
の
楽
し
さ
の

奥
に
あ
る
、物
語
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
い
。

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
、
物
語
を
読
む
だ
け
で

は
な
く
て
、
体
で
も
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
の

中
に
あ
る
感
情
を
出
し
た
り
、
自
分
っ
て
こ
ん

な
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
と
か
、
こ
ん
な
ふ
う
に

も
言
え
る
ん
だ
、
と
い
う
可
能
性
の
よ
う
な
も

の
を
体
験
し
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
た
」
と
い
う
、

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

思
い
に
つ
い
て
、
続
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
使
用
す
る
作
品
を
選
択
す
る
際
の
検
討
要
素

や
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
、
ま
た
、

数
あ
る
未
明
童
話
の
中
か
ら
、
こ
の
作
品
を
選

ん
だ
理
由
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
未
明
作
品
は
、
情
景
描
写
が
詩
的
で
美
し

く
、
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
声
に
出
し
て

読
む
こ
と
で
、
そ
の
魅
力
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
は
、
人
間

や
自
然
の
あ
た
た
か
い
交
流
が
描
か
れ
て
い
る

作
品
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
登
場
人
物
に
な
っ
て

み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
を
よ
り
深
く
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
未
明
作

品
の
魅
力
を
体
験
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

こ
と
ば
の
力
を
体
感
し
、
参
加
者
同
士
が
未
明

作
品
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

く
こ
の
談
話
体
小
説
の
ス
キ
ル
が
、
今
度
は
昭

和
初
年
代
に
な
っ
て
、
大
人
の
読
者
の
た
め
に

書
か
れ
た
童
話
に
活
か
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
本
日
、
紹
介
し
た
小
説
的
要
素
の
つ
よ
い
未

明
の
童
話
群
は
、
未
明
が
と
り
わ
け
大
人
に
読

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
書
い
た
作
品
で

す
。
こ
う
し
た
作
品
は
、
童
話
雑
誌
と
い
う
よ

り
は
、
む
し
ろ
一
般
の
文
芸
誌
や
専
門
誌
に
書

か
れ
た
も
の
で
す
が
、
全
集
未
収
録
が
多
い
よ

う
で
す
。
今
後
、
未
明
文
学
に
も
っ
と
多
く
の

光
を
当
て
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
け
れ
ど
も
重
要
と
思
わ

れ
る
童
話
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。

　
未
明
童
話
を
概
観
し
ま
す
と
、
童
話
か
ら
小

説
、
詩
、
随
筆
等
へ
ジ
ャ
ン
ル
的
な
特
性
が
移

っ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
間
形

態
的
な
童
話
は
、
あ
る
一
定
数
を
占
め
、
そ
れ

ら
も
未
明
童
話
の
特
徴
を
形
づ
く
っ
て
い
ま

す
。
童
話
が
越
境
を
試
み
る
と
き
、
ど
っ
ち
つ

か
ず
の
曖
昧
な
失
敗
作
が
生
ま
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
童
話
の
新
し
い
可
能
性
が
開
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
未
明
の
童
話
を
考
え
る

た
め
に
は
、
未
明
の
小
説
を
読
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
反
対
に
未
明
の
小
説
を
考
え
る
た

め
に
は
、
未
明
の
童
話
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し

て
そ
の
中
間
形

態
的
な
作
品
に

対
す
る
注
目
が

必
要
で
す
。

発
刊
し
て
い
た
「
民
政
」
と
い
う
機
関
紙
に
毎

月
連
載
さ
れ
た
未
明
童
話
の
多
く
は
、
そ
の
確

か
な
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
未
明
は
、
〈
童
話
作
家
宣
言
〉
後
の
昭
和
初

年
代
、
童
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
あ
ら
ゆ

る
内
容
を
表
現
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

童
話
の
中
で
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
す
べ
て

言
え
る
と
し
て
、
幼
年
向
け
に
は
カ
タ
カ
ナ
童

話
や
ひ
ら
が
な
童
話
を
書
き
、
少
年
向
け
、
少

女
向
け
の
童
話
を
書
き
分
け
、
大
人
向
け
の
童

話
を
書
き
ま
し
た
。
三
つ
め
に
あ
げ
ま
し
た

〈
大
人
の
童
話
〉
が
も
つ
、
童
話
の
未
来
へ
の

可
能
性
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
昭
和

一
二
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
そ
の

可
能
性
は
潰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
未
明
が
昭
和

初
年
代
に
書
こ
う
と
し
て
い
た
〈
大
人
の
童

話
〉
は
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
の
児
童
文
学
の

主
題
や
題
材
の
深
ま
り
、
広
が
り
を
先
取
り
す

る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
〈
大
人
の
童
話
〉
と
区
別
し
て

お
き
た
い
作
品
群
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
未
明

が
大
正
後
半
期
に
し
ば
し
ば
書
い
た
談
話
体
の

「
で
す
・
ま
す
小
説
」
で
す
。
こ
れ
は
表
現
形

式
だ
け
を
見
る
と
、
童
話
に
似
る
の
で
す
が
、

内
容
は
大
人
の
社
会
を
描
い
た
小
説
で
す
。
こ

の
小
説
群
は
、
従
来
の
未
明
の
小
説
と
同
じ
素

材
、
い
わ
ゆ
る
大
人
の
社
会
の
闇
を
書
い
た
も

の
で
す
。
未
明
は
当
時
の
社
会
問
題
を
真
正
面

か
ら
受
け
止
め
、
そ
れ
を
小
説
化
し
て
い
く
の

で
す
が
、
テ
ー
マ
そ
の
も
の
の
も
つ
ど
う
し
よ

う
も
な
い
暗
さ
と
重
み
を
い
か
に
効
果
的
に
読

者
に
伝
え
て
い
く
か
を
考
え
、
談
話
体
小
説
を

書
く
に
い
た
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
こ

に
、
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
童
話
形
式
の
ス
キ

ル
が
活
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
は
、

小
説
的
内
容
を
童
話
形
式
の
な
か
で
書
い
て
い

あ
る
〈
大
人
の
童
話
〉
を
、
内
容
か
ら
三
つ
に

分
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
つ
め
は
、
大
正
中
期

に
書
か
れ
た
、
ロ
マ
ン
主
義
童
話
時
代
の
も

の
、
二
つ
め
は
、
大
正
後
期
に
書
か
れ
た
、
社

会
主
義
童
話
時
代
の
も
の
、
三
つ
め
は
、
童
話

作
家
宣
言
後
、
昭
和
初
年
代
に
書
か
れ
た
も
の

で
す
。

　
未
明
童
話
は
、
も
と
も
と
そ
の
出
発
期
に
お

い
て
は
〈
大
人
の
童
話
〉
と
い
え
る
要
素
を
多

く
含
ん
で
い
ま
し
た
。
大
正
中
期
の
童
話
雑
誌

「
赤
い
鳥
」
発
刊
以
降
、
芸
術
性
の
高
い
童
話

が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
子
供
に
と
っ
て
価
値
あ
る
童
話
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
大
人
が
読
ん
で
も
価
値
の

あ
る
童
話
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
大
人
の
読
者
に
成
長
と
と
も
に
失
っ
た
子

供
時
代
の
価
値
を
思
い
出
さ
せ
る
も
の
と
し
て

大
正
期
の
童
話
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

に
代
表
さ
れ
る
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
未
明
童
話

は
、
全
体
と
し
て
〈
大
人
の
童
話
〉
と
呼
ん
で

も
よ
い
わ
け
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
小
説
的

要
素
を
色
濃
く
も
っ
た
童
話
と
い
う
と
、
当

時
、
女
性
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
未
明
童
話
な
ど

は
、
大
人
の
女
性
を
読
者
と
し
て
意
識
し
て
書

か
れ
た
こ
と
か
ら
、
童
話
と
小
説
の
間
に
あ
る

興
味
深
い
作
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
二
つ
め

に
あ
げ
た
社
会
主
義
時
代
の
童
話
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
以
後
深
刻
に
な
っ
て
い
く
貧
困
や
労

働
に
関
す
る
大
正
期
の
社
会
問
題
を
ふ
ま
え
、

社
会
改
造
を
大
人
に
う
な
が
す
童
話
で
す
。
三

つ
め
は
、
〈
童
話
作
家
宣
言
〉
に
よ
っ
て
小
説

の
筆
を
折
っ
た
未
明
が
、
こ
れ
ま
で
童
話
で
描

い
て
き
た
テ
ー
マ
を
、
大
人
の
読
者
を
強
く
意

識
す
る
な
か
で
、
童
話
形
式
の
な
か
で
創
り
上

げ
た
作
品
で
す
。
当
時
の
二
大
政
党
の
一
つ
が

は
、
ま
ず
も
っ
て
書
誌
的
な
整
理
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
こ
の
た
び
『
小
川
未
明
全
童
話

（
人
物
書
誌
体
系
シ
リ
ー
ズ
）
』
（
二
〇
一
三

年
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
と
い
う
本
を
作
り

ま
し
た
。
未
明
の
童
話
一
一
八
二
編
す
べ
て
に

あ
ら
す
じ
を
つ
け
、
初
出
は
い
つ
で
、
ど
の
童

話
集
に
収
録
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
調

べ
、
各
種
、
索
引
を
つ
け
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
仕
事
を
通
し
て
、
未
明
が
書
い
た
作
品

に
は
、
同
じ
パ
タ
ー
ン
、
同
じ
テ
ー
マ
の
童
話

は
な
く
、
ま
た
読
者
も
子
供
向
け
か
ら
大
人
向

け
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
本
日
、
お
話

し
た
い
の
は
、
大
人
向
け
の
童
話
に
つ
い
て
で

す
。

　
書
誌
の
本
と
は
別
に
編
ん
だ
『
新
選
小
川
未

明
秀
作
童
話
50
　
ヒ
ト
リ
ボ
ッ
チ
ノ
少
年
』

（
二
〇
一
二
年
、
蒼
丘
書
林
）
は
、
昭
和
期
の

童
話
を
中
心
に
集
め
た
童
話
集
で
し
た
。
こ
の

本
に
は
、
詩
的
な
作
品
を
多
く
集
め
ま
し
た
。

い
わ
ば
童
話
と
詩
の
間
に
あ
る
作
品
集
と
い
っ

た
お
も
む
き
の
あ
る
本
で
す
。
未
明
童
話
は

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
や
「
金
の
輪
」
だ
け
で

は
な
い
、
こ
の
童
話
集
に
収
め
ら
れ
た
よ
う
な

作
品
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
く
て
編
集

し
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
詩
に
近
い
童
話
で
は
な
く
、
小
説

に
近
い
童
話
を
五
〇
編
選
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
今
回
、
選
ん
で
き
た
五
〇
編
の
、
い
わ
ゆ

る
〈
大
人
の
童
話
〉
も
、
前
著
同
様
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
未
明
童
話
の

別
の
顔―

童
話
と
小
説
の
間
に
あ
る
作
品
集―

を
示
す
も
の
と
し
て
、
今
後
、
刊
行
す
る
予
定

で
す
。

　
さ
て
未
明
の
書
い
た
、
童
話
と
小
説
の
間
に

報

　告

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
こ
の
作
品
は
、
孤
独
で
若
い
木
が
ま
っ
す
ぐ

立
っ
て
い
る
と
、
女
王
の
よ
う
な
雲
が
や
っ
て

き
て
、
あ
こ
が
れ
の
気
持
ち
を
抱
き
、
そ
の
喪

失
感
で
つ
ら
い
思
い
を
す
る
が
、
鴉
や
鶫
に
励

ま
さ
れ
、
美
し
い
雲
が
や
っ
て
く
る
夏
の
到
来

を
待
ち
続
け
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
若
い
木

の
孤
独
、
雲
の
美
し
さ
、
自
由
な
鳥
た
ち
の
様

子
が
、
短
い
作
品
の
中
に
イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
語

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
未

明
の
言
葉
が
作
り
出
す
イ
メ
ー
ジ
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
若
い
木
の
夏
か
ら
次
の
夏
ま
で
の
経

験
を
体
験
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
起…

若
い
木
が
山
の
上
に
一
本
だ
け
立
っ
て

　
　
　
い
る

　
承…

美
し
い
雲
と
の
出
会
い

　
転…

鴉
と
鶫
と
の
会
話

　
結…

一
人
で
立
っ
て
い
な
が
ら
雲
が
や
っ
て  

　
　
　 

く
る
の
を
待
っ
て
い
る

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
木
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
た
め
に
、
種
か
ら
木
に
な
る
こ
と
と
し
、
二

人
組
に
な
っ
て
、
一
人
が
主
人
公
で
あ
る
木
、

も
う
一
人
が
木
と
出
会
う
風
、
雲
、
鴉
、
鶫
に

な
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
最
後
ま
で
体
験
し
て
か

ら
交
代
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
作
品
は
冬

で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
若
い
木
が
、

雲
の
来
る
こ
と
を
夢
見
続
け
る
こ
と
を
考
え
、

最
後
は
、
雲
と
ど
の
よ
う
に
再
会
す
る
か
を
、

そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
①
導
入

　
　
　
種
か
ら
木
に
な
る
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
風
の
吹
く
中
で
じ
っ
と
立
っ
て
い
る

　
②
展
開

　
　
〈
夏
の
夕
暮
れ
〉
雲
と
の
出
会
い

　
　
〈
秋
〉
　
　
　
　
鴉
と
の
対
話

　
　
〈
冬
の
は
じ
め
〉
鶫
と
の
対
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
が
降
る

　
③
ま
と
め

　
〈
春
〉

　
〈
夏
〉
再
会
の
シ
ー
ン
を
考
え
て
み
る

・
主
人
公
の
若
い
木
が
、
雲
と
鴉
と
鶫
と
出
会

っ
て
い
く
、
出
会
い
と
別
れ
と
い
う
単
純
な
か

た
ち
な
の
で
、
小
学
校
低
学
年
で
も
で
き
る
。

・
最
後
に
、
雲
に
ま
た
会
え
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
希
望
を
残
し
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
た

ち
が
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
終
わ
る
こ
と
が

で
き
る
作
品
で
あ
る
。

・
構
成
が
、
夏
か
ら
秋
、
冬
に
入
っ
て
い
く
と

い
う
一
年
の
時
間
の
流
れ
が
あ
り
、
空
間
の
移

動
が
な
い
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
。

　
ま
た
、
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を
、
ど
ん

な
ふ
う
に
物
語
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
し
て

い
る
か
を
、
『
だ
く
ち
る
だ
く
ち
る
』
「
漁
師

と
お
か
み
さ
ん
」
（
グ
リ
ム
童
話
）
を
例
に
、

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
土
居
さ
ん
は
、
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
物
語
の
楽
し
さ
を
一

緒
に
味
わ
っ
て
、
ま
た
そ
れ
が
本
を
読
む
楽
し

さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
本
だ
け
で
は
な
く

て
、
い
ろ
ん
な
か
た
ち
で
子
ど
も
た
ち
が
物
語

っ
て
面
白
い
な
、
そ
の
中
で
自
分
っ
て
な
に
か

な
と
か
、
自
分
っ
て
こ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
て
い

る
ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
」
「
未
明
作
品
を
地
元
の
子
ど

も
た
ち
が
読
む
こ
と
は
、
作
品
を
通
し
て
、
自

分
た
ち
の
日
頃
感
じ
て
い
る
、
暮
ら
し
て
い
る

地
域
の
風
景
を
言
葉
で
獲
得
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
か
ら
も
意
味
が
あ
る
」
と
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
未
明
生
誕
一
三
〇
年
に
あ
た
り
、
未
明
文
学

に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
文
学
研
究
者
と
し

て
、
未
明
の
作
品
世
界
に
つ
い
て
こ
こ
数
年
考

え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
未
明
文
学
に
つ
い
て

1２
月
２
日
（
日
）
　
小
埜
裕
二
氏

（
上
越
教
育
大
学
教
授
）

第
三
回

「
未
明
文
学
に
お
け
る
童
話
と
小
説
の
境
界
」

（
講
座
内
容
抄
録
）

目
的

作
品
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
に
つ
い
て

作
品
選
択
の
理
由
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小
川
未
明
文
学
賞

　
小
川
未
明
文
学
賞
は
、
日
本
児
童
文
学
の
父

と
い
わ
れ
る
上
越
市
出
身
の
小
川
未
明
の
文
学

精
神
「
人
間
愛
と
正
義
感
」
を
次
代
に
継
承
す

る
た
め
、
平
成
４
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
心
に
夢
と
希
望
を
育
む
よ
う
な
鮮

烈
な
児
童
文
学
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
で
21
回
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

に
延
べ
９
６
０
０
編
を
越
え
る
作
品
が
国
内
外

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
賞
作
品
は
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

小川未明文学賞贈呈式

第   

回
募
集
要
項

・
小
学
３
〜
６
年
生
を
読
者
対
象
と
し
た
創
作

児
童
文
学
で
、
内
容
・
形
式
は
自
由
。

・
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
50
枚
〜
120
枚

・
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

＊
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
齢
、
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
い
ま
せ
ん
。

上
越
市
文
化
振
興
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
10
月
31
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

・
大
賞
１
作(

ブ
ロ
ン
ズ
像･

賞
金
100
万
円･

副
賞)

・
優
秀
賞
２
作(

賞
金
20
万
円･

副
賞)

大
賞
・
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
、
平
成
26
年
３
月

上
旬
（
予
定
）
に
本
人
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

◆
募
集
作
品

◆
応
募
資
格

◆
応
募
方
法

◆
締
切

◆
入
選
作

◆
発
表

＊
受
賞
の
ひ
と
こ
と
＊

　
私
は
以
前
、
影
絵
の
人
形
劇
団
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
劇
団
は
全
国
の
小
学
校
を
訪
ね
て

巡
演
し
て
い
ま
し
た
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
変
わ
ら
ぬ
柱
は
小
川
未
明
原
作
の
「
赤

い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」
で
し
た
。

　
子
ど
も
の
観
客
は
正
直
で
、
上
演
作
品
が
つ
ま
ら
な
い
と
す
ぐ
に
騒
ぎ
だ
し
ま
す
。
こ
の
作
品
に
限

っ
て
は
、
そ
ん
な
心
配
も
い
ら
ず
、
最
初
か
ら
子
ど
も
の
心
を
惹
き
つ
け
ま
し
た
。
人
魚
の
娘
を
売
り

と
ば
し
た
年
寄
り
夫
婦
の
も
と
へ
、
人
魚
の
母
親
が
訪
れ
、
赤
い
ろ
う
そ
く
を
買
う
場
面
に
な
る
と
、

会
場
は
静
ま
り
返
り
ま
す
。
皆
が
息
を
ひ
そ
め
、
一
心
に
見
入
っ
て
い
る
よ
う
す
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
の

裏
側
に
い
る
私
た
ち
に
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
未
明
さ
ん
の
作
品
は
、
こ
の
世
の
無
常
と
理
不
尽
さ
を
描
き
だ

し
、
あ
ら
が
い
が
た
い
運
命
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
が
、
前
近

代
的
で
、
子
ど
も
に
与
え
る
作
品
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
、
一
部
の
批
評
の
元
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
に
、
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
祖
母
は
明
治
生
ま
れ
で
、
テ
レ
ビ
で
人
が
喋
る
の
を
、
最
後
ま
で
不
思
議
が
っ
て
い
た
よ
う
な

人
で
す
が
、
口
癖
に
、
人
は
死
ん
で
お
釈
迦
さ
ま
の
前
に
出
た
ら
、
誰
で
も
平
等
な
ん
だ
よ
と
い
っ
て

い
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
東
北
の
大
震
災
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
世
に
は
人
知
を
超
え
た
力
と
い
う
も

の
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
戦
前
の
日
本
人
は
、
折
に
触
れ
そ
の
こ
と
を
感
じ
取
り
、
い
ま
よ
り
ず
っ
と

謙
虚
に
、
つ
つ
ま
し
く
暮
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
未
明
さ
ん
の
作
品
で
も
、
あ
る
境
遇
に
生
ま
れ
つ
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
運
命
は
、
か
ん
た
ん
に
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
た
だ
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
自
分
の
運
命
な
ら
、
よ
し

引
き
受
け
て
り
っ
ぱ
に
生
き
抜
い
て
み
せ
る
と
い
う
、
強
い
覚
悟
や
矜
持
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
作
品
は
世
代
を
越
え
て
支
持
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
偉
大
な
作
家
の
名
前
が
つ
い
た
賞
を
い
た
だ
け
る
の
は
、
た
い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
帰
宅
し

て
、
贈
呈
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
と
向
き
あ
う
と
、
あ
ら
た
め
て
受
賞
の
喜
び
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
賞

の
運
営
全
体
を
通
し
て
、
上
越
市
の
方
々
が
、
多
大
な
労
力
を
注
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
よ
く
わ

か
り
、
な
お
の
こ
と
感
謝
の
念
に
う
た
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
賞
に
恥
じ
な
い
作
品
を
書
い
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
募
・
問
合
せ新

潟
県
上
越
市
本
町
３―

３―

２

上
越
市
文
化
振
興
課

「
小
川
未
明
文
学
賞
担
当
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
５―

５
２
６―

６
９
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
５―

５
２
６―

６
９
０
４

E-m
ail

・m
im
ei@
city.joetsu.lg.jp

〒

浅
野

　竜

第
21
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞

　
　
　（
大
賞
作
品
「
木
か
げ
の
秘
密
」
）
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小
川
未
明
顕
彰
委
員
会
の
協
力
で
、
24
年
度

か
ら
開
始
し
た
文
学
館
所
蔵
品
紹
介
展
示
。
そ

の
内
容
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。
過
去
の
展
示

は
、
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
妻
キ
チ
、
長
女
晴
代
、
長
男
哲
文
、
次
女
鈴

江
と
と
も
に
撮
っ
た
、
大
正
２
年
頃
の
家
族
写

真
で
す
。
明
治
40
年
の
『
愁
人
』
以
降
、
何
冊

か
の
小
説
集
を
出
し
て
い
た
未
明
で
し
た
が
、

そ
の
浪
漫
主
義
的
作
風
は
自
然
主
義
隆
盛
の
文

壇
に
迎
え
ら
れ
ず
、
生
活
は
困
窮
。
明
治
43
年

に
は
晴
代
と
哲
文
が
栄
養
不
良
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
作
家
と
し
て
立
と
う
と
す
る
思
い
は
強

く
、
小
説
を
書
き
つ
づ
け
、
明
治
45
年
に
は
ネ

オ=

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
先
駆
者
と
し
て
、

「
早
稲
田
文
学
」
か
ら
〈
推
讃
の
辞
〉
を
与
え

ら
れ
ま
す
。
未
明
に
は
、
家
族
へ
の
愛
と
文
学

へ
の
情
熱
が
、
種
々
の
不
安
を
支
え
る
太
い
綱

で
し
た
。
そ
ん
な
折
り
、
次
女
鈴
江
が
誕
生
し
、

小
春
日
和
の
時
節
に
ふ
さ
わ
し
い
束
の
間
の
一

家
団
欒
が
家
族
を
訪
れ
ま
す
。
写
真
は
、
そ
ん

な
日
の
１
枚
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
未
明
を
支
え
た
家
族
の
絆
は
、
後
に

む
ざ
ん
に
断
ち
切
ら
れ
ま
す
。
翌
３
年
、
哲
文

が
疫
痢
で
急
逝
し
、
７
年
に
は
晴
代
が
結
核
で

亡
く
な
る
か
ら
で
す
。
未
明
文
学
に
は
、
２
人

の
子
供
の
死
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

自
筆
年
譜
に
、
未
明
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

ま
す
。
「
貧
困
時
代
の
二
児
を
失
う
て
、
悲
し

み
骨
に
徹
し
、
は
な
は
だ
し
く
鞭
打
た
る
。
」

―

「
鞭
打
た
る
」
の
言
葉
に
は
、
亡
く
な
っ
た

子
供
の
命
の
分
ま
で
文
学
に
生
き
よ
う
と
す
る

強
い
思
い
が
表
れ
て
い
ま
す
。
童
話
の
執
筆
が

本
格
化
す
る
の
も
大
正
７
年
か
ら
で
す
。

　
未
明
は
、
家
族
の
写
真
を
何
枚
か
残
し
て
い

ま
す
。
亡
く
な
っ
た
２
児
の
ほ
か
、
４
人
の
子

供
の
誕
生
に
恵
ま
れ
、
未
明
は
そ
の
子
ら
の
成

長
を
楽
し
み
に
し
、
新
た
な
絆
を
育
て
て
い
き

ま
し
た
。

 

『
小
川
未
明
コ
ド
モ
ヱ
バ
ナ
シ
』
は
、
昭
和
10

年
１
月
、
東
京
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
未
明
の
童

話
集
で
す
。
未
明
童
話
は
、
雑
誌
へ
発
表
さ
れ

る
場
合
も
、
童
話
集
へ
収
録
さ
れ
る
場
合
も
、

童
話
の
文
章
だ
け
が
掲
載
さ
れ
る
よ
り
、
挿
絵

が
添
え
ら
れ
、
文
章
と
挿
絵
が
バ
ラ
ン
ス
を
も

っ
て
紙
面
を
構
成
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
こ
の
童
話
集
は
、
「
ヱ
バ
ナ
シ
」
と
題
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
絵
と
話
が
意
識
的
に
組
み
合

さ
れ
た
童
話
集
で
す
。
本
書
の
装
幀
は
初
山

滋
、
口
絵
は
武
井
武
雄
、
挿
絵
は
初
山
滋
・
安

泰
・
深
沢
省
三
・
武
井
武
雄
・
川
上
四
郎
・
前

島
と
も
・
福
田
新
生
・
清
水
良
雄
の
８
名
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
収
録
童
話
数
は
55
編
。
カ
タ

カ
ナ
の
み
、
あ
る
い
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
で
書
か

れ
た
、
幼
年
向
け
の
カ
タ
カ
ナ
童
話
集
で
す
。

見
開
き
１
頁
も
し
く
は
２
頁
程
度
の
短
い
カ
タ

カ
ナ
童
話
に
、
前
述
８
名
の
い
ず
れ
か
の
挿
絵

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
、
童
話
の
側
か

ら
言
え
ば
未
明
の
カ
タ
カ
ナ
童
話
と
し
て
の
最

初
の
精
華
集
で
あ
り
、
挿
絵
の
側
か
ら
言
え
ば

挿
絵
画
家
の
個
性
を
競
う
見
本
帳
と
な
っ
て
い

ま
す
。

2２

報

　告
小
川
未
明
文
学
館
所
蔵
品
紹
介

家
族
の
絆
と
文
学
へ
の
思
い

第
１
回

第
３
回

最
晩
年
に
書
か
れ
た
童
話
原
稿
「
ふ
く
助
人
形
の
話
」

　
文
学
館
で
は
、
小
川
家
か
ら
、
貴
重
な
未
明

の
生
原
稿
を
多
数
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
く
助
人
形
の
話
」
が
書
か
れ
た
原
稿
も
そ

の
一
つ
で
す
。
こ
の
童
話
は
昭
和
32
年
５
月
、

未
明
75
歳
の
と
き
に
「
日
本
児
童
文
学
」
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
短
編
童
話
と
し
て
は
、
未
明

の
最
晩
年
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
原
稿
は
、
400
字
詰
原
稿
用
紙
５
枚
に
わ
た

っ
て
細
字
の
万
年
筆
、
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
の
イ

ン
ク
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
修
正
は
な

く
、
ひ
ら
が
な
を
多
用
し
、
全
体
が
書
き
上
げ

ら
れ
た
あ
と
、
修
飾
語
句
や
敬
語
表
現
を
書
き

加
え
る
な
ど
し
て
、
言
葉
づ
か
い
の
吟
味
を
し

て
い
ま
す
。
書
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
書
い
た

直
後
に
未
明
自
身
が
手
入
れ
を
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
ふ
く
助
人
形
は
、
困
っ
た
人
を
苦
し
め
、
人

の
う
ら
み
を
か
っ
て
ま
で
金
も
う
け
を
す
る
人

間
の
、
欲
望
の
象
徴
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
そ

う
し
た
人
を
未
明
は
、「
人
間
の
す
る
こ
と
で
」

な
い
と
斬
っ
て
捨
て
ま
す
。

　
こ
の
話
に
登
場
す
る
子
供
は
、
小
さ
い
こ
ろ

の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
し
て
、
ふ
く
助
人

形
の
話
を
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
子
供

は
、
未
明
自
身
の
子
供
時
代
、
子
供
の
母
や
お

ば
あ
さ
ん
は
、
未
明
の
母
や
お
ば
あ
さ
ん
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
母
や
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
教
え

ら
れ
た
こ
と
を
、
未
明
は
生
涯
、
大
切
に
自
分

の
考
え
の
基
と
し
、
童
話
を
書
き
続
け
た
の
で

す
。第

８
回

挿
絵
の
魅
力
（
『
小
川
未
明
コ
ド
モ
ヱ
バ
ナ
シ
』
）
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小
川
未
明
文
学
賞

　
小
川
未
明
文
学
賞
は
、
日
本
児
童
文
学
の
父

と
い
わ
れ
る
上
越
市
出
身
の
小
川
未
明
の
文
学

精
神
「
人
間
愛
と
正
義
感
」
を
次
代
に
継
承
す

る
た
め
、
平
成
４
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
心
に
夢
と
希
望
を
育
む
よ
う
な
鮮

烈
な
児
童
文
学
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
で
21
回
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

に
延
べ
９
６
０
０
編
を
越
え
る
作
品
が
国
内
外

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
賞
作
品
は
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

小川未明文学賞贈呈式

第   

回
募
集
要
項

・
小
学
３
〜
６
年
生
を
読
者
対
象
と
し
た
創
作

児
童
文
学
で
、
内
容
・
形
式
は
自
由
。

・
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
50
枚
〜
120
枚

・
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

＊
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
齢
、
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
い
ま
せ
ん
。

上
越
市
文
化
振
興
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
10
月
31
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

・
大
賞
１
作(

ブ
ロ
ン
ズ
像･

賞
金
100
万
円･

副
賞)

・
優
秀
賞
２
作(

賞
金
20
万
円･
副
賞)

大
賞
・
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
、
平
成
26
年
３
月

上
旬
（
予
定
）
に
本
人
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

◆
募
集
作
品

◆
応
募
資
格

◆
応
募
方
法

◆
締
切

◆
入
選
作

◆
発
表

＊
受
賞
の
ひ
と
こ
と
＊

　
私
は
以
前
、
影
絵
の
人
形
劇
団
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
劇
団
は
全
国
の
小
学
校
を
訪
ね
て

巡
演
し
て
い
ま
し
た
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
変
わ
ら
ぬ
柱
は
小
川
未
明
原
作
の
「
赤

い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」
で
し
た
。

　
子
ど
も
の
観
客
は
正
直
で
、
上
演
作
品
が
つ
ま
ら
な
い
と
す
ぐ
に
騒
ぎ
だ
し
ま
す
。
こ
の
作
品
に
限

っ
て
は
、
そ
ん
な
心
配
も
い
ら
ず
、
最
初
か
ら
子
ど
も
の
心
を
惹
き
つ
け
ま
し
た
。
人
魚
の
娘
を
売
り

と
ば
し
た
年
寄
り
夫
婦
の
も
と
へ
、
人
魚
の
母
親
が
訪
れ
、
赤
い
ろ
う
そ
く
を
買
う
場
面
に
な
る
と
、

会
場
は
静
ま
り
返
り
ま
す
。
皆
が
息
を
ひ
そ
め
、
一
心
に
見
入
っ
て
い
る
よ
う
す
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
の

裏
側
に
い
る
私
た
ち
に
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
未
明
さ
ん
の
作
品
は
、
こ
の
世
の
無
常
と
理
不
尽
さ
を
描
き
だ

し
、
あ
ら
が
い
が
た
い
運
命
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
が
、
前
近

代
的
で
、
子
ど
も
に
与
え
る
作
品
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
、
一
部
の
批
評
の
元
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
に
、
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
祖
母
は
明
治
生
ま
れ
で
、
テ
レ
ビ
で
人
が
喋
る
の
を
、
最
後
ま
で
不
思
議
が
っ
て
い
た
よ
う
な

人
で
す
が
、
口
癖
に
、
人
は
死
ん
で
お
釈
迦
さ
ま
の
前
に
出
た
ら
、
誰
で
も
平
等
な
ん
だ
よ
と
い
っ
て

い
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
東
北
の
大
震
災
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
世
に
は
人
知
を
超
え
た
力
と
い
う
も

の
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
戦
前
の
日
本
人
は
、
折
に
触
れ
そ
の
こ
と
を
感
じ
取
り
、
い
ま
よ
り
ず
っ
と

謙
虚
に
、
つ
つ
ま
し
く
暮
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
未
明
さ
ん
の
作
品
で
も
、
あ
る
境
遇
に
生
ま
れ
つ
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
運
命
は
、
か
ん
た
ん
に
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
た
だ
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
自
分
の
運
命
な
ら
、
よ
し

引
き
受
け
て
り
っ
ぱ
に
生
き
抜
い
て
み
せ
る
と
い
う
、
強
い
覚
悟
や
矜
持
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
作
品
は
世
代
を
越
え
て
支
持
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
偉
大
な
作
家
の
名
前
が
つ
い
た
賞
を
い
た
だ
け
る
の
は
、
た
い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
帰
宅
し

て
、
贈
呈
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
と
向
き
あ
う
と
、
あ
ら
た
め
て
受
賞
の
喜
び
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
賞

の
運
営
全
体
を
通
し
て
、
上
越
市
の
方
々
が
、
多
大
な
労
力
を
注
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
よ
く
わ

か
り
、
な
お
の
こ
と
感
謝
の
念
に
う
た
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
賞
に
恥
じ
な
い
作
品
を
書
い
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
募
・
問
合
せ新

潟
県
上
越
市
本
町
３―

３―

２

上
越
市
文
化
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興
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「
小
川
未
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文
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第
21
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞

　
　
　（
大
賞
作
品
「
木
か
げ
の
秘
密
」
）
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小
川
未
明
顕
彰
委
員
会
の
協
力
で
、
24
年
度

か
ら
開
始
し
た
文
学
館
所
蔵
品
紹
介
展
示
。
そ

の
内
容
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。
過
去
の
展
示

は
、
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
妻
キ
チ
、
長
女
晴
代
、
長
男
哲
文
、
次
女
鈴

江
と
と
も
に
撮
っ
た
、
大
正
２
年
頃
の
家
族
写

真
で
す
。
明
治
40
年
の
『
愁
人
』
以
降
、
何
冊

か
の
小
説
集
を
出
し
て
い
た
未
明
で
し
た
が
、

そ
の
浪
漫
主
義
的
作
風
は
自
然
主
義
隆
盛
の
文

壇
に
迎
え
ら
れ
ず
、
生
活
は
困
窮
。
明
治
43
年

に
は
晴
代
と
哲
文
が
栄
養
不
良
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
作
家
と
し
て
立
と
う
と
す
る
思
い
は
強

く
、
小
説
を
書
き
つ
づ
け
、
明
治
45
年
に
は
ネ

オ=

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
先
駆
者
と
し
て
、

「
早
稲
田
文
学
」
か
ら
〈
推
讃
の
辞
〉
を
与
え

ら
れ
ま
す
。
未
明
に
は
、
家
族
へ
の
愛
と
文
学

へ
の
情
熱
が
、
種
々
の
不
安
を
支
え
る
太
い
綱

で
し
た
。
そ
ん
な
折
り
、
次
女
鈴
江
が
誕
生
し
、

小
春
日
和
の
時
節
に
ふ
さ
わ
し
い
束
の
間
の
一

家
団
欒
が
家
族
を
訪
れ
ま
す
。
写
真
は
、
そ
ん

な
日
の
１
枚
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
未
明
を
支
え
た
家
族
の
絆
は
、
後
に

む
ざ
ん
に
断
ち
切
ら
れ
ま
す
。
翌
３
年
、
哲
文

が
疫
痢
で
急
逝
し
、
７
年
に
は
晴
代
が
結
核
で

亡
く
な
る
か
ら
で
す
。
未
明
文
学
に
は
、
２
人

の
子
供
の
死
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

自
筆
年
譜
に
、
未
明
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

ま
す
。
「
貧
困
時
代
の
二
児
を
失
う
て
、
悲
し

み
骨
に
徹
し
、
は
な
は
だ
し
く
鞭
打
た
る
。
」

―

「
鞭
打
た
る
」
の
言
葉
に
は
、
亡
く
な
っ
た

子
供
の
命
の
分
ま
で
文
学
に
生
き
よ
う
と
す
る

強
い
思
い
が
表
れ
て
い
ま
す
。
童
話
の
執
筆
が

本
格
化
す
る
の
も
大
正
７
年
か
ら
で
す
。

　
未
明
は
、
家
族
の
写
真
を
何
枚
か
残
し
て
い

ま
す
。
亡
く
な
っ
た
２
児
の
ほ
か
、
４
人
の
子

供
の
誕
生
に
恵
ま
れ
、
未
明
は
そ
の
子
ら
の
成

長
を
楽
し
み
に
し
、
新
た
な
絆
を
育
て
て
い
き

ま
し
た
。

 

『
小
川
未
明
コ
ド
モ
ヱ
バ
ナ
シ
』
は
、
昭
和
10

年
１
月
、
東
京
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
未
明
の
童

話
集
で
す
。
未
明
童
話
は
、
雑
誌
へ
発
表
さ
れ

る
場
合
も
、
童
話
集
へ
収
録
さ
れ
る
場
合
も
、

童
話
の
文
章
だ
け
が
掲
載
さ
れ
る
よ
り
、
挿
絵

が
添
え
ら
れ
、
文
章
と
挿
絵
が
バ
ラ
ン
ス
を
も

っ
て
紙
面
を
構
成
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
こ
の
童
話
集
は
、
「
ヱ
バ
ナ
シ
」
と
題
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
絵
と
話
が
意
識
的
に
組
み
合

さ
れ
た
童
話
集
で
す
。
本
書
の
装
幀
は
初
山

滋
、
口
絵
は
武
井
武
雄
、
挿
絵
は
初
山
滋
・
安

泰
・
深
沢
省
三
・
武
井
武
雄
・
川
上
四
郎
・
前

島
と
も
・
福
田
新
生
・
清
水
良
雄
の
８
名
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
収
録
童
話
数
は
55
編
。
カ
タ

カ
ナ
の
み
、
あ
る
い
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
で
書
か

れ
た
、
幼
年
向
け
の
カ
タ
カ
ナ
童
話
集
で
す
。

見
開
き
１
頁
も
し
く
は
２
頁
程
度
の
短
い
カ
タ

カ
ナ
童
話
に
、
前
述
８
名
の
い
ず
れ
か
の
挿
絵

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
、
童
話
の
側
か

ら
言
え
ば
未
明
の
カ
タ
カ
ナ
童
話
と
し
て
の
最

初
の
精
華
集
で
あ
り
、
挿
絵
の
側
か
ら
言
え
ば

挿
絵
画
家
の
個
性
を
競
う
見
本
帳
と
な
っ
て
い

ま
す
。

2２

報

　告
小
川
未
明
文
学
館
所
蔵
品
紹
介

家
族
の
絆
と
文
学
へ
の
思
い

第
１
回

第
３
回

最
晩
年
に
書
か
れ
た
童
話
原
稿
「
ふ
く
助
人
形
の
話
」

　
文
学
館
で
は
、
小
川
家
か
ら
、
貴
重
な
未
明

の
生
原
稿
を
多
数
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
く
助
人
形
の
話
」
が
書
か
れ
た
原
稿
も
そ

の
一
つ
で
す
。
こ
の
童
話
は
昭
和
32
年
５
月
、

未
明
75
歳
の
と
き
に
「
日
本
児
童
文
学
」
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
短
編
童
話
と
し
て
は
、
未
明

の
最
晩
年
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
原
稿
は
、
400
字
詰
原
稿
用
紙
５
枚
に
わ
た

っ
て
細
字
の
万
年
筆
、
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
の
イ

ン
ク
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
修
正
は
な

く
、
ひ
ら
が
な
を
多
用
し
、
全
体
が
書
き
上
げ

ら
れ
た
あ
と
、
修
飾
語
句
や
敬
語
表
現
を
書
き

加
え
る
な
ど
し
て
、
言
葉
づ
か
い
の
吟
味
を
し

て
い
ま
す
。
書
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
書
い
た

直
後
に
未
明
自
身
が
手
入
れ
を
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
ふ
く
助
人
形
は
、
困
っ
た
人
を
苦
し
め
、
人

の
う
ら
み
を
か
っ
て
ま
で
金
も
う
け
を
す
る
人

間
の
、
欲
望
の
象
徴
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
そ

う
し
た
人
を
未
明
は
、「
人
間
の
す
る
こ
と
で
」

な
い
と
斬
っ
て
捨
て
ま
す
。

　
こ
の
話
に
登
場
す
る
子
供
は
、
小
さ
い
こ
ろ

の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
し
て
、
ふ
く
助
人

形
の
話
を
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
子
供

は
、
未
明
自
身
の
子
供
時
代
、
子
供
の
母
や
お

ば
あ
さ
ん
は
、
未
明
の
母
や
お
ば
あ
さ
ん
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
母
や
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
教
え

ら
れ
た
こ
と
を
、
未
明
は
生
涯
、
大
切
に
自
分

の
考
え
の
基
と
し
、
童
話
を
書
き
続
け
た
の
で

す
。第

８
回

挿
絵
の
魅
力
（
『
小
川
未
明
コ
ド
モ
ヱ
バ
ナ
シ
』
）
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未明ボランティアネットワークだより

発　行：未明ボランティアネットワーク
発行日：2013年 5月31日

vol.9

10月14日は謙信KIDSスクールプロジェクト「童話の楽校」の子ども達を迎え、「お話の会うさぎ」グループが担当しました。
未明童話に関心のある子ども達でもあり、とても真剣に聞いてくれました。未明の作品には初めて接するという子ども達も多い
中で、読んだことがあるという子どもも数名いました。未明のお話しの世界を一緒に楽しむことができました。

平成24年度の活動
・小川未明文学館ビックブックシアターおはなし会
　　全21回、延べ参加者308名
・出張おはなし会 (小・中学校、放課後児童クラブ、幼稚園、福祉施設等)
　　40ヶ所、2,302名
・特別展おはなし会
・ぐんま朗読塾との朗読交流会
・会員の研修会

14

ぐんま朗読塾（16名）の皆さんは、金子みすず・高村光太郎の作品を。未明ボランティアネット
ワークは、小川未明作「二度と通らない旅人」を、音楽と映像を入れて朗読しました。その後、
それぞれの朗読について感想等を話し合い、交流をしました。
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小川未明文学館でのおはなし会

出
張
お
は
な
し
会
、
会
員
加
入
の
連
絡
先

出張おはなし会

ビックブックシアターおはなし会
毎月第2、第4日曜日の午後2時から、会員が5つのグループに分かれて、
本型のスクリーンを使って、未明童話の朗読や紙芝居などをしています。

 5つのグループが、ペープサート、映像、音楽と各自工夫を凝らし
練習してきました。合同練習はリハーサルのみの厳しい状態でした
が、課題であったグループ交代時のつなぎをスムーズにできるよ
う、作品の紹介や人の動線を確認しあいました。

特別展おはなし会
1．ものぐさじじいの来世　　グループさくら
2．ある男と牛の話　　　　　お話の会うさぎ
3．負傷した線路と月　　　　グループ空
4．研屋の述懐　　　　　　　せせらぎの会
5．羽衣物語　　　　　　　　未明童話の会

10月28日（日）

今年度は、小学校5・6年生を対象に多くの学校へ出かけました。

「ねずみとバケツの話」で、すごくこわそう
だったバケツが、年をとってやさしくなって
いたところが心に残りました。

黒川小学校感想文より

（吉川小学校）
せせらぎの会

（附属小学校）
未明童話の会

「赤いろうそくと人魚」
・やさしかった人が急に恐ろしい心になったことが不思議。
・人魚のお母さんが自分より子どもの幸を思って、人間の所にやろ
　うと 思った事がすごいなーと思った。
「月夜とめがね」
・おばあさんが女の子の手を治そうと目がねをかけて見たら、ちょ
　うちょだった所がおもしろかった。
・メガネ売りが来る所が不思議で、読み方も、おもしろかった。
「野ばら」
・戦争が無かったら、2人は今でも仲良くくらしていると思う。
・敵、味方、関係なく仲良く出来るってすごいなと思った。
・2人はあんなに仲が良かったのに2つの国が戦争を始めた、2人は
　敵になった、なんで戦争なんかするのだろう。

吉川小学校、春日新田小学校5・6年生感想文より

「ある男と牛の話」「赤いろうそくと人魚」の
お話を聞いてもらいました。映像や音楽もあ
り、まるでお話しの世界の中にいるような感じ
がした、と感想をいただきました。

ぐんま朗読塾との朗読交流会

「野ばら」「月夜と眼鏡」「牛女」の3作品を楽しみました。
「牛女」では尺八の生演奏が入り、児童も熱心に聞いてくれ、  
　味わいあるおはなし会でした。（附属小学校）

（黒川小学校）グループさくら

（里公小学校）グループ空
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ぐんま朗読塾（16名）の皆さんは、金子みすず・高村光太郎の作品を。未明ボランティアネット
ワークは、小川未明作「二度と通らない旅人」を、音楽と映像を入れて朗読しました。その後、
それぞれの朗読について感想等を話し合い、交流をしました。
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小川未明文学館でのおはなし会

出
張
お
は
な
し
会
、
会
員
加
入
の
連
絡
先

出張おはなし会

ビックブックシアターおはなし会
毎月第2、第4日曜日の午後2時から、会員が5つのグループに分かれて、
本型のスクリーンを使って、未明童話の朗読や紙芝居などをしています。

 5つのグループが、ペープサート、映像、音楽と各自工夫を凝らし
練習してきました。合同練習はリハーサルのみの厳しい状態でした
が、課題であったグループ交代時のつなぎをスムーズにできるよ
う、作品の紹介や人の動線を確認しあいました。

特別展おはなし会
1．ものぐさじじいの来世　　グループさくら
2．ある男と牛の話　　　　　お話の会うさぎ
3．負傷した線路と月　　　　グループ空
4．研屋の述懐　　　　　　　せせらぎの会
5．羽衣物語　　　　　　　　未明童話の会

10月28日（日）

今年度は、小学校5・6年生を対象に多くの学校へ出かけました。

「ねずみとバケツの話」で、すごくこわそう
だったバケツが、年をとってやさしくなって
いたところが心に残りました。

黒川小学校感想文より

（吉川小学校）
せせらぎの会

（附属小学校）
未明童話の会

「赤いろうそくと人魚」
・やさしかった人が急に恐ろしい心になったことが不思議。
・人魚のお母さんが自分より子どもの幸を思って、人間の所にやろ
　うと 思った事がすごいなーと思った。
「月夜とめがね」
・おばあさんが女の子の手を治そうと目がねをかけて見たら、ちょ
　うちょだった所がおもしろかった。
・メガネ売りが来る所が不思議で、読み方も、おもしろかった。
「野ばら」
・戦争が無かったら、2人は今でも仲良くくらしていると思う。
・敵、味方、関係なく仲良く出来るってすごいなと思った。
・2人はあんなに仲が良かったのに2つの国が戦争を始めた、2人は
　敵になった、なんで戦争なんかするのだろう。

吉川小学校、春日新田小学校5・6年生感想文より

「ある男と牛の話」「赤いろうそくと人魚」の
お話を聞いてもらいました。映像や音楽もあ
り、まるでお話しの世界の中にいるような感じ
がした、と感想をいただきました。

ぐんま朗読塾との朗読交流会

「野ばら」「月夜と眼鏡」「牛女」の3作品を楽しみました。
「牛女」では尺八の生演奏が入り、児童も熱心に聞いてくれ、  
　味わいあるおはなし会でした。（附属小学校）

（黒川小学校）グループさくら

（里公小学校）グループ空
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「童話の楽校」に参加した子どもたち
　さまざまな形で未明童話に触れることで、子どもたちにその魅力を感じてもらおうと、
24年度から始まった「童話の楽校」。これからも多くの作品を読み続けていってもらいたい
と願っています。
　「自分はいつまでも子供でありたい。たとえ子供でいることができなくても、子供のよう
に楽しい感情と、若やかな空想とをいつまでも持っていたい」と第二小説集『緑髪』に書いた、
未明の想いを継ぐ子どもたちです。
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文
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● お知らせ ● 平成２5年度 小川未明文学館カレンダー

８月 特別展　未明童話絵本原画展

１０月 小川未明文学賞締切

１0 ～ 12 月 謙信 KIDS スクールプロジェクト「童話の楽校」

３月 小川未明文学賞贈呈式

朗読研修会

＊各種イベントを開催

４月２６日・５月２４日・６月２１日

文学館講座 ３回

童話創作講座 入門コース
実践コース

＊

未明ボランティアネットワークによるおはなし会

 

通年で、所蔵品紹介の小展示を行っています

＊

＊

毎月第２・４日曜日午後２時から文学館にて開催

学校等での出張おはなし会を随時開催
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小川未明関係資料の収集について
ご協力のお願い

 小川未明文学館では、未明に関係する
文学資料の収集に努めています。下記の
資料に関する情報をお持ちの方は、ご連
絡くださいますようお願いします。資料
の寄贈については、特定の場合（すでに
複数点を所蔵している資料等）を除きお
受けしますので、ご不明の点はお問合せ
いただけると幸いです。

小川未明原稿、書簡、遺品、その他自
筆資料（短冊・書軸等）、写真（オリ
ジナル）、小川未明関係者資料（未明
書簡、献本など）

未明作品集（未明生前・没後刊行図
書）、全集・選集（未明作品を一部所収
した資料も含む）、初出雑誌（未明作品
掲載）、未明作品の外国語訳、絵本・紙
芝居

未明に関する研究論文、エッセイ、記
事（雑誌・新聞等）

【主な収集資料】

１．特別資料

２．図書

３．参考資料

4 ～ 6 月

３１日（木）

所
蔵
品
紹
介

１0～ 11 月

2 回
1 回
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